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近代遺物（煉瓦・タイル・碍子・ガラス）



例　　言

１．本書は西宮市社家町・本町・馬場町に所在する西宮神社社頭遺跡の発掘調査報告書である。

２．本遺跡の発掘調査は（一）西宮港線電線共同溝整備事業に伴って平成１７年度に実施した。なお、調

査は当該事業の性格から事業実施時に工事立会の形で実施することとなった。調査は兵庫県阪神南

県民局県土整備部西宮土木事務所の依頼を受け兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が職員を派

遣して実施した。

３．年度ごとの調査の概要及び担当者は後述のとおりである。また、本博物館における管理のための遺

跡調査番号についても後述のとおりである。

４．整理作業は平成２１・２２年度に兵庫県立考古博物館で実施した。

５．遺物に付した番号は図版・写真図版などと統一を計った。また、土器・陶磁器については通し番号

としたがタイル・煉瓦・碍子・碍子・ガラスについてはそれぞれ頭に煉瓦はＢ・タイルはＴ・碍子

はＩ・ガラスはＧを付し種類ごとの通し番号とした。

６．遺構写真は各担当職員が撮影し、遺物写真については㈱谷口フォトに委託した。

７．現地から採取した試料について、ＡＭＳ法による放射性炭素年代測定を㈱パレホ・ラボに委託し

た。

８．調査に際して使用した標高は東京湾平均海水準を基準にしている。

９．本書の執筆は深井明比古（第４章第２節）・山上雅弘（第１～３章・第４章１節・第５章）が担当し

た。なお、このほか丸山真史氏から玉稿（付論）を賜った。

１０．本書掲載の第３・４図の作製にあたっては西宮市教育委員会　合田茂伸・森下真企が作製したもの

を山上が改変したものである。データに関しては西宮市教育委員会のご協力を頂いた。ただし、本

書に掲載した図・表の文責は山上にある。

１１．本書にかかる遺物・図面・写真などの資料は兵庫県立考古博物館（兵庫県加古郡播磨町大中１丁目

－１－１）において保管している。

１２．発掘調査および報告書作成にあたり、以下の方々のご指導・ご教示を頂いた。記して深く感謝の意

を表します。

　　西宮市教育委員会　合田茂伸・同左　森下真企・大手前大学　中井淳史
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第１章　調査の経緯

第１節　現場調査の経緯

事業経過

　今回の発掘調査は兵庫県阪神南県民局西宮土木事務所（調査当時、兵庫県阪神南県民局県土整備部西

宮土木事務所）が計画した（一）西宮港線電線共同溝整備事業に伴って実施した。この事業は一般県道

西宮港線（通称「えべっさん筋」、以下「西宮港線」と呼称する。）の歩道部分に電線等を埋設するもの

で、西宮市社家町・本町・馬場町の範囲において実施された。

　当該地周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地「西宮神社社頭遺跡」にあたることから、事前に平成１５年～

１７年度にわたって確認調査が実施された。平成１５年度調査（２００３２９０）は一般県道西宮港線の東側歩道部

分、平成１６年度調査（２００４２４１）は同西側、さらに、平成１７年度調査（２００５１４８）は西宮神社表大門周辺

（通称、赤門）・本町筋周辺の確認を行った。その結果、事業地のうち西宮神社周辺において顕著な弥生

時代から中近世におよぶ遺物包含層や遺構等が検出された。

　この結果を受けて、事業地南側における工事に際して工事立会の必要が生じ、兵庫県阪神南県民局長

より埋蔵文化財の状況について調査依頼が提出された。これに基づき、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調

査事務所（平成１９年以降は兵庫県立考古博物館が調査を引き継いだ。）が工事立会を実施した。

　調査に際しては事業区域が狭小であるため、工事掘削に合わせて工事立会を実施した。なお土層中に

含まれる遺物の採集および土層断面の観察により堆積状況を写真等で記録した。

　また、この事業で埋設する「桝」はコンクリートのプレキャスト製品。「管路」の名称で「Ｔ」管はＮ

ＴＴの金属管、「Ｅ」管は関西電力の塩化ビニール管、「Ｒ」管は警察や道路管理者等の関係で塩化ビニー

ル製である。「連系」は当事業以外の桝等への接続管であり、「引込み」は当事業の管路から直接沿道利

用管への引込み管で、「横断」は西宮港線車道を横断する管路敷設による工事を指している。今回調査区

の名称はこれらの事業名称をそのまま使用している。各調査地点の呼称および位置図は第７図のとおり

である。

　今回の電線共同溝に伴う調査歴は下記のとおりである。（括弧内は当博物館の遺跡調査番号）

【確認調査】

　平成１５年度（２００３２９０）　平成１６年３月２５日～２９日（実働３日間）　　面積１７．５㎡　山上雅弘　

　平成１６年度（２００４２４１）　平成１６年１１月２４日～２５日（実働２日間）　　面積１６㎡　　中川渉・柏原正民　

　平成１７年度（２００５１４８）　平成１７年８月２９日～３１日（実動３日間）　　面積１８．５㎡　山上雅弘

【工事立会】

　平成１７年度（２００５１７３）　平成１７年１０月１２日～平成１８年１月３０日（実働１８日間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積２２５㎡　深井明比古・村上泰樹・山上雅弘

西宮神社社頭遺跡の調査経過

　本遺跡の名称は西宮市史編纂のために行われた宮水調査の報告によって、「西宮神社社頭遺跡」・「西宮

神社表門遺跡」と記述されたことに由来する。これまでの考古学的な調査は５０数次を数え、昭和５４年度

調査（６月２８日～７月５日）などにおいて大きな成果を上げている。昭和５４年度調査は西宮神社境内地
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― ―

発掘調査調査団が実施したもので神社境内地南東隅（第２・３・９図参照）の公衆便所敷地について実

施された。また、この前後に当該地の開発が集中したために市教委では立会調査を数次に渡って行って

いる。①西宮市社家町１番地点（西宮神社境内・境内地石畳・シメ柱工事に伴う）、②西宮市本町７９－２

～６地点、（昭和５４年８月）、③西宮市本町６３－１地点（国道４３号線に面した地点）、④西宮市本町５１－

１・２地点などの調査である。そしてこれらの立会調査でも古墳時代および中世の遺物・遺構が検出さ

れている。このほか、考古学的な資料としては境内付近から採取された遺物が、西宮市立図書館伝蔵資

料として同図書館に保管されている。また、これらの調査成果については「西宮神社境内地発掘調査報

告書」（西宮市教委２００５）に詳細に報告がなされた。その上で同報告書では上記の成果や周辺の微地形、

歴史的な経過などを参考にしながら本遺跡の範囲を推定している。このほか、考古学的な調査ではない

が、大練塀の修理工事の際に宋銭３枚と洪武通宝（１３６８初鋳）が出土したという（西宮市教委１９８５）。

　その後についても第３図の通り市教委において多数の開発に伴う調査が行われている。ただこれらの

調査においては遺物の出土はあるが、遺構面や遺構が確認できた事例には乏しいようである。ただし、

遺物の分布範囲や今回の電線共同溝の確認調査などの成果を勘案すると、遺跡の広がりは神社東側に延

びる砂堆地形と関わることが明らかで、前掲報告書の遺跡範囲が現在でも有効であることが確認された。

今後は良好な調査事例の蓄積が待たれるところである。

第２節　整理作業の経過

　整理作業は平成２１・２２年度の２か年間にわたって実施した。

平成２１年度は遺物接合・鉄器処理などを行い、２２年度は遺物実測・製図・遺物写真撮影などの整理作業

を実施し、報告書を刊行した。

整理作業の体制

　整理作業については以下の体制で実施した。

　接合・復元　　　眞子ふさ恵（主任技術員）・三好綾子（企画技術員）・

　　　　　　　　　谷脇里奈（図化技術員）・宮野正子（同左）

　金属器保存処理　長濱重美（企画技術員）・前田恵梨子（図化補助技術員）

　実測・トレース　宮田麻子（主任技術員）・矢木加奈子（企画技術員）・

　　　　　　　　　西村美緒（図化技術員）・柴田妃三光（日々雇用職員）
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第２図　昭和５４年度調査区・公衆便所（北から）
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第３図　西宮神社社頭遺跡調査地点位置図
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第４図　西宮神社社頭遺跡の調査歴一覧表

調査担当者調査主体者調査面積
（０は立会含む）調査対象面積調査種別予備調査開始調査原因遺物年代等調 査 概 要所 在 地

調査
ｃａｒｄ
番号

古川久雄西宮市教育委員会８００８００試掘１９７９�７�１～７�３１境内改修（石畳・
シメ柱改修）工事

古墳・
鎌倉・
室町

報告書　各説掲載（１）分（文化財資料第２６号ｐ．１０３）
掘削深度：Ｇ．Ｌ．－０．４～０．５ｍ。厚０．１ｍの遺物包含層。
古墳時代須恵器、中世後期以降の土器・瓦出土。瓦当：
唐草・青海波・巴。

社家町１
（西宮神社境内）３５１

古川久雄西宮市教育委員会２００２００立会１９７９�８�１０～８�３１商業ビル３階建て
古墳・
鎌倉・
室町

報告書掲載立会調査（４）（文化財資料第２６号ｐ．１０７）掘
削深度：Ｇ．Ｌ．－０．８ｍ。遺物包含は両者に分離。黄褐
色砂層（かく乱・中世以降）、下層は褐色砂層（古墳時
代前期・Ｇ．Ｌ．－０．４～０．６ｍ）。古墳時代前期土器（庄
内－甕含む）、中世中期～末土器。

本町７９‐２、３、４、５、６
（国道４３号沿）３５３

古川久雄西宮市教育委員会４００４００立会１９７９�９�１～９�３０ガソリンスタンド室町報告書立会調査掲載分（５）（文化財資料第２６号ｐ．１１０）
掘削深度不明。掘削上げ土より中世後期～末土器等。本町６３‐１３５４

古川久雄西宮市教育委員会１５０１５０立会１９７９�９�１～９�３０商業ビル建設４階建室町
報告書立会調査掲載分（６）（文化財資料第２６号ｐ．１１１）
掘削深度：Ｇ．Ｌ．－２～２．５ｍ。かく乱か、明確な遺物
包含層はなし。中世期後半～末土器、陶器、青磁椀出土。

本町５１‐１、５１‐２３５５

合田茂伸
西川卓志西宮市教育委員会１４．８２３９４．２８確認１９９５�５�２５店舗、事務所付き

共同住宅―表土下、黒色シルト層を主体とする。遺物・包含層・
遺構は検出されず。馬場町５１‐１３９２

合田茂伸西宮市教育委員会１７．６１１８．８４確認１９９５�１１�６店舗付き住居―トレンチ２箇所。Ｇ．Ｌ．－０．７５ｍまで現代盛土、以下淡
黄灰色砂層（～Ｇ．Ｌ．－１．０ｍ）遺物包含せず。本町１２‐１８３５６

西川卓志西宮市教育委員会５３２６．４２確認１９９６�９�１３店舗付き住宅―Ｇ．Ｌ．－１．２ｍまでは、現代客土。Ｇ．Ｌ．－２．２ｍまでは
砂層。遺物は検出されなかった。

戸田町５３‐１、
５２‐４の一部３５８

合田茂伸西宮市教育委員会９７９３．３７確認１９９７�４�８～４�９店舗付共同住宅室町

試掘坑１：標高１．１ｍ付近（Ｇ．Ｌ．－１．５ｍ　付近）にお
いて、遺物包含層＝褐灰色砂層より１４～１５世紀の陶器・
土師器・瓦器の小破片を検出した。試掘坑２：ヘドロ
状堆積。

馬場町５６‐１、‐２、‐３、‐４、
‐５、５７‐１、５７‐２３５９

種定淳介兵庫県教育委員会埋
蔵文化財調査事務所２０確認１９９７�７�３国道４３号震災路面

復旧工事―
Ｇ．Ｌ．－０．７２ｍ～－１．１ｍ＋の範囲には、遺物包含層と
なる暗黄褐色砂質土層が検出されなかった。すでに削
平されたか遺物包含層が存在しないと考えられる。

社家町１‐１地先３６３

合田茂伸西宮市教育委員会０６７２．１８確認１９９７�７�１５共同住宅
（ＳＲＣ１１階建）―Ｇ．Ｌ．－１．５ｍ付近（標高０．８ｍ付近）以下に暗青灰色砂・

シルト層が堆積している。遺物は確認されなかった。社家町１‐１、１‐２、９‐６３６２

西川卓志西宮市教育委員会４１４０．１３確認１９９８�２�２個人専用住宅―Ｇ．Ｌ．－０．７ｍまで掘削。掘削範囲はすべて撹乱層。遺
物検出されず。

馬場町３９番１の一部、
３９番２３６６

西川卓志西宮市教育委員会９４０８．４８確認１９９８�３�２共同住宅―
表土層は地盤改良のため撹乱を受けている。Ｇ．Ｌ．－
１．５ｍ以下に青灰色粘土層が堆積している。遺物は検出
されなかった。

馬場町５８‐１、５８‐２、
５８‐３、５９‐１３６５

西川卓志西宮市教育委員会８．７５６１９．８５確認１９９８�６�２９共同住宅遺構：検出されず。遺物：検出されず。戸田町２４‐１、２４‐２３６８

西川卓志西宮市教育委員会８２６７．６５確認１９９８�７�２３集合住宅中世？遺構：検出されず。遺物：Ｇ．Ｌ．－１．７地点、土器細片
（時期不明）馬場町２４‐３３７８

西川卓志西宮市教育委員会４０確認１９９８�７�２４被災店舗の建替中世？工事実施、遺構：検出されず。遺物：Ｇ．Ｌ．－０．７ｍ地
点、土器細片（時期不明）馬場町３８３７９

西川卓志西宮市教育委員会１５５０００確認１９９９�３�８～３�９都市再開発事業―遺構：検出されず。遺物：検出されず。田中町３番６９番外３６７

合田茂伸西宮市教育委員会１５．７５０確認１９９９�１１�２共同住宅建設―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町４３‐２外３４６

合田茂伸西宮市教育委員会１８．７５７９７．６８試掘２００２�１１�２０共同住宅建設中世？慎重工事、遺構：検出されず。遺物：Ｇ．Ｌ．－０．７ｍ地
点、須恵器片（中世か？）馬場町４８‐４２９２

合田茂伸西宮市教育委員会６１５７．８試掘２００３�１�１５共同住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。今在家町２５‐３２９３

合田茂伸西宮市教育委員会２１５９６．２１確認２００３�５�７～５�８住宅―慎重工事、遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町６番１２６５

合田茂伸西宮市教育委員会００立会２００４�１�２４給油所地下タンク
撤去工事―立会調査、遺構：検出されず。遺物：検出されず。本町６‐１６

（住居表示６‐７）２９６

山上雅弘兵庫県教育委員会埋
蔵文化財調査事務所１７．５０確認

（県２００３２９０）２００４�３�２５（一）西宮港線電線
共同溝工事中世

北端部と南端部において埋蔵文化財の所在が確認され
ている。南端部は西宮神社前。遺構：検出されず。遺
物：土師器皿・瓦器片（中世、Ｇ．Ｌ．－１．６ｍ地点）

馬場町、田中町１０２

合田茂伸西宮市教育委員会８１３７１．０３立会２００４�８�１９共同住宅中世
～？

遺構：検出されず。遺物：Ｇ．Ｌ．－１．５地点、土師器片
（時期不明）、無釉陶器片（近世）、田中町６０‐２２４７

合田茂伸西宮市教育委員会８１８１７．４２確認２００５�１�２７共同住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。戸田町３２番、３９番１
（住：５‐３０）２０３

合田茂伸西宮市教育委員会９２５４．４５確認２００５�４�２６共同住宅中世？試掘調査の結果計画変更？遺構：検出されず。遺物：
土器細片（時期不明、Ｇ．Ｌ．－２．０ｍ）馬場町１９‐３２

合田茂伸西宮市教育委員会６１６９．３３分布２００５�５�１０共同住宅―試掘調査、遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町４１‐３４

合田茂伸西宮市教育長９８６０．９６分布２００５�５�２５共同住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町３５‐２１１

合田茂伸西宮市教育長１８７２３．４２分布２００５�６�１４共同住宅建設中世？遺構：検出されず。遺物：土器細片（時期不明）馬場町４５‐１９

中川　渉
柏原正民

兵庫県教育委員会埋
蔵文化財調査事務所１６０確認

（県２００４２４１）２００４�１１�２４～１１�２５（一）西宮港線電線
共同溝整備事業―遺構：検出されず。遺物：検出されず。社家町３６

山上雅弘兵庫県教育委員会埋
蔵文化財調査事務所１８．５０確認

（県２００５１４８）２００５�８�２９～８�３１（一）西宮港線電線
共同溝整備事業―遺構：検出されず。遺物：検出されず。本町・馬場町３７

合田茂伸西宮市教育委員会６１４８．７５確認２００６�３�９共同住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町９‐３、９‐７４４

合田茂伸西宮市教育委員会２７．５２７．５立会２００６�４�６～４�１３電話線埋設―遺構：検出されず。遺物：検出されず。社家町（西宮神社）５８

合田茂伸西宮市教育委員会２７．５２７．５立会２００６�４�６電力線埋設―工事立会調査：遺構・遺物：検出されず。社家町（西宮神社）５９

合田茂伸西宮市教育委員会４１７２．０２確認２００６�１１�２８店舗付住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町２６番１号８８

合田茂伸西宮市教育委員会７．５２２６．１５確認２００６�１２�５共同住宅砂堆北端遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町４‐４（住＝１‐１１）８９

合田茂伸西宮市教育委員会４１７４．１確認２００９�１�２０住宅兼店舗―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町４２‐２、４２‐４９４

西川卓志西宮市教育委員会６．７５４５３．２６確認２００９�１１�１７～１１�１８その他建物（祈祷殿）―遺構：検出されず。遺物：検出されず。社家町１１番地２２１

合田茂伸西宮市教育委員会４．５２０５．７８立会２０１０�７�２０事務所・車庫兼住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。戸田町５４‐２２３３

森下真企西宮市教育委員会６３６５．１９確認２０１０�７�２０店舗付き住宅中世？遺構：検出されず。遺物：Ｇ．Ｌ．－２．０ｍ地点、土器細
片（時期不明）産所町９７、９８‐１、９８‐２３２３

合田茂伸西宮市教育委員会０２３３．０８立会２００５�１１�１共同住宅―ガソリンスタンドとして既存建物等が所在。慎重工事
実施、遺構：検出されず。遺物：検出されず。本町６３番１、６６番２２５

？西宮市教育委員会００確認―共同住宅５月確認調査＞延期の模様　？　確認調査結果は？馬場町５２‐２９８

合田茂伸西宮市教育委員会００立会２００６�５�２５個人住宅・店舗遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町３５‐５（地番）１０７

西川卓志
合田茂伸西宮市教育良委員会２６．３２６．３立会２００７�３�１７既存消火栓の改良

工事―遺構：検出されず。遺物：検出されず。社家町１番１７号１５８

合田茂伸西宮市教育委員会００立会２００８�８�１１上水道管の布設替工事―遺構：検出されず。遺物：検出されず。本町５番、１２番１７１

合田茂伸西宮市教育委員会００立会２００９�１１�１埋設ガス管の更新―同一場所でのガス管の更新であるため、工事立会、遺
構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町４‐２８～１‐２２１６

合田茂伸西宮市教育委員会００立会２０１０�８�６住宅改築―工事立会、遺物・遺構なし。馬場町２８番１２６４

田岡香逸西宮市教育委員会５００５００立会１９３９年（ガス・水道管埋設
工事か）

古墳・
中世

報告書所収立会調査（３）（文化財資料第２６号ｐ．１０５）中
世土器、古墳時代前期土器、土錘。図書館伝蔵、市史
第１巻ｐ．３４２写真掲載。

社家町１
（国道４３号沿い東南角）３５２

合田茂伸西宮市教育委員会０１３３．７２立会１９９７�１�２０個人専用住宅―工事立会調査。遺物・遺構確認されず。馬場町５番２３５７

合田茂伸西宮市教育委員会０４９．４９立会１９９８�１�１５―遺構：検出されず。遺物：検出されず。本町８２‐４３６０

合田茂伸西宮市教育委員会００立会１９９８�３�１個人専用住宅―遺構：検出されず。遺物：検出されず。馬場町３７番３６１

合田茂伸西宮市教育委員会０１３０９．２１立会１９９６�２�８社務所中世？工事立会　土器小片社家町１１番地３６４

本発掘
調査担当者

本発掘
調査主体者調査面積調査種別調査期間調査原因遺物年代等調 査 概 要所 在 地調査

箇所

武藤　誠西宮神社境内地発
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第２章　歴史・地理的環境

第１節　地理的環境

　中世以来、西摂の港湾都市として栄えた西宮は六甲山地の東南麓部に位置し、東の尼崎（川尻）、西の

兵庫津とともに瀬戸内海航路の要港であった。さらに近世以後は上方海運の港湾となるが、酒蔵業の発

展とともに都市として大きな位置を占めた。中世以前の西宮には現市域の東側に「武庫の入江」と呼ば

れた入江が存在し、港湾としての発展を促す上で有利な地形を有していた。この入江は西宮神社の東側

に延びる砂堆東端から湾入し、広田社の南前方まで広がっていたといわれ、現市域平野部の広い範囲を

占めていたと考えられている。しかし、近世には埋没したようで現在ではその姿を垣間見ることはでき

ない。

　一方、西宮には西国街道（山陽道）が「武庫の入江」を大きく迂回して通り、西国に通じており、海

運とともに陸路においても要衝であった。このように海陸の結節点であり、大規模な入江が良港として

の地形を提供したことが、西宮を早くから発展させる要因となった。

　

第２節　歴史的景観

周辺の遺跡

　西宮市域における弥生時代は前期の越水山遺跡（３４）・甲風園遺跡（８）が知られるが、これらは北背

後の丘陵上に立地しており、前期・中期の段階では海岸部には今のところ見つかっていない。海岸部で

は後期の段階になってようやく甲子園口遺跡（７）と西宮神社社頭遺跡（１）の２遺跡が知られる。古

墳時代は中期の津門稲荷山古墳・満地谷暮地内が知られるが、後期の群集墳は主としてやはり丘陵上に

分布するようである。

　また、市域では近年調査が進められている高畑町遺跡で古墳時代後期の竪穴住居跡や、平安時代中期

の掘立柱建物などが検出され、北口町遺跡でも弥生前期の溝や中世の掘立柱建物が検出され、わずかで

はあるが集落遺跡の成果が蓄積されている。

　ただし、西宮市域の海岸部ではこれまで大規模な発掘調査がなく、この地域の様相については不明な

部分が多い。この意味では西宮神社社頭遺跡の調査は西宮市域海浜の遺跡として貴重な成果となった。

　一方、西宮神社社頭遺跡周辺の周知の遺跡としては「武庫の入江」の東側対岸に立地した津門稲荷町

９遺跡、津門稲荷山古墳、津門東芝遺跡、津門大塚山古墳などがある。海岸部において遺跡が立地でき

る安定した場所は地形的には西宮神社周辺がもっとも有力であるが、上記の遺跡の立地からすると対岸

にも有力な場所が存在した可能性が考えられる。

　西宮神社周辺の調査では西宮神社社頭遺跡のほか石在町銅銭出土地が知られている。同出土銭は昭和

４９年９月１７日、石在町の国道４３号線南側の歩道で下水道工事を行っていたところ発見されたもので、重

機による下水溝掘削中に発見された。最古銭が開元寶（初鋳６２１年）、最新銭が宣徳通寶（初鋳１４３３年）で、

銭種７２種類、計１９，８０３枚が出土した。銭貨には中国・朝鮮・安南（ベトナム）のものが含まれた。埋納容

器は証言によれば長さ４０㎝の木箱といわれている。銭貨の埋納時期は１５～１６世紀頃と推定されている。

歴史的経過

　西宮周辺は古代から津門などの地名が示すように港湾として知られてきた。古墳時代には阿知使主が

― ―５
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応神天皇の命で呉国から招来させた職工女らが武庫に上陸した際（「日本書紀」応神天皇三七年条・四一

年条）に、角の松原（現、松原神社）の松に船を係留したという伝承が残される。またこの周辺は武庫

の入江が深く湾入したことでも知られており、万葉集には武庫の浦（泊・海）や名次山・角（津努）の

松原などが読まれ、港湾とともに景勝地として知られていた。

　西宮神社については大治３年（１１２８）に南宮歌合が門妙社で行われ、承安２年（１１７２）に広田社歌合

に西宮の夷神がみえるなど、平安後期頃から存在が知られる。ただし、承久５年（１１９４）の記事には

「広田末社戎社」として紹介されており、当時の西宮神社は広田神社の末社南宮神社の１隅に存在した小

祠であったという。広田神社は平安期に貴族層などからも信仰を集め、摂津の有力社の位置を占めた西

宮の中心的な社であった。一方、西宮神社は、かつては広田神社の末社であった南宮社境内の戎社（た

だし、元々戎社ではないとの異説もある。）として知られていたが、戎仰信の流行とともに信仰を集め、中・

近世を通じて全国的に知られる神社となったといわれる。

　西宮が経済的な活動を行った場所であることを示す史料としては貞応２年（１２２３）摂津国内の諸庄・

市において地頭・神人以下の濫妨を停止し、檜物の交易を行わせることを命じた（「蔵人所諜案」東洋文

庫蔵弁官補任紙背文書）ものや、「西宮最中」の南宮敷地内に市庭があり津料を徴収した事などがあげら

れる。また、奈良東大寺が兵庫関の漏船（脱税船）対策として広田社領の西宮に新関を設置しようとし

たことから訴訟沙汰が起こっている（「吉田家日次記」）。さらに、町が存在した記事としては延徳２年

（応安４・１３７１）の西宮大火の記事があげられる。この火災は地下番匠の自焼逐電が原因と噂され、約

８００軒が焼失したといい、中世の早い時期に多くの人家が存在したことが窺われる。

　嘉吉元年（１４４１）頃には西宮の旨酒が知られ、近世以後の酒蔵業勃興の起源と見られている。また、

文安元～２年（１４４４～５）の兵庫北関入船納帳には多数の西宮の船舶が兵庫北関に入津していたことが

記され、応仁２年（１４６８）に「摂津州西宮津尉長塩備中守源吉光」が朝鮮に使節を派遣しており、海運

業者の成長や貿易港としての存在が窺える。

　ただし、西宮とされる場所は前述のように六甲山麓の広田社から海岸部の西宮神社周辺まで広い範囲

に及ぶ。中世に入り西宮神社周辺が経済的な発展を見たことを示すものとしては、例えば市場祭文（延

文６年１３６１武州文書）に「西のはまのゑひすの三郎殿のはまの市」と詠まれ、全国的に知られた市場で

あったことがあげられる。市場（市庭）では広田社の支配下で魚介類の売買なども行われていたが（貞

和二年一〇月日「広田神官等陳状安」広田社旧記）、室町時代には多様な商品の売買が見られる。このこ

とから西宮の戎社を核として海岸部に都市的な場の発展がみられたことが指摘されている。

第５図　恵比寿祭りで賑う本殿前（南から） 第６図　広田神社（南から）
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第７図　周辺の遺跡
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　一方、永正年間（１５０４～１５２０）には広田神社の西側、越水の丘陵上に瓦林正頼が越水城を築城し、三

好長慶も一時拠点を置くなどした。これによって城郭膝下には大規模な城下町が登場している（浅岡俊

夫１９８５）。この時期、戎社を核とする海岸部の都市的な場と、城下町がどのような関係にあったかは不明

であるが、戦国時代には２つの核が存在した可能性がある。

　ただ、戦国時代に至っても『如意庵過去帳』では永正１０年（１５１３）に屋号を持った商人とされる西宮

町人の名がみえ、周辺の国人や寺院・町衆などにより西宮神社に連歌を奉納する「西宮千句講中」が結

成（永正壱八年五月一二日「川原林幸綱契状案」・年末未詳六月一七日「松永久秀奉書案」岡本文書）さ

れるなど都市としての繁栄が維持されているこ

とがわかる。戦国時代末期には永禄１２年（１５６９）

織田信長が眼阿弥に西蓮寺住持職を安堵する

が、天正５年（１５７７）信長家臣の滝川一益が伊

丹城から乱入し、「一谷迄悉放火畢」を行ってい

る。しかし、信長は同８年３月日付の禁制（西

宮神社文書）で西宮における軍勢の乱暴狼藉を

禁じており、町の統制について注意を注いでい

たことが窺える。

　江戸時代に入ると元和３年（１６１７）に戸田氏

鉄が尼崎に入封し西宮も尼崎藩領となっている。この時、市域北部の六甲山東麓では、花崗岩露頭石の

産出地が大坂城築城石の石切り場となった。その後、寛永１２年（１６３５）戸田氏は美濃大垣へ転封し、篠

山から青山氏が、宝永８年（１７１１）には続いて松平忠喬が入封するなど領主が変遷する。しかし、明和

６年（１７６９）に兵庫津とともに西宮は幕府（大坂城代）に上知され、以後は明治時代まで天領に組み込

まれている。これは、幕府が西宮や兵庫の経済的な価値に注目した結果と思われる。藩政時代の西宮に

は現戸田町に「西宮陣屋」が置かれ、上知ののちは陣屋を改築して「西宮勤番所」が設けられている。

一方、産業面では宝永元年（１７０４）に西宮港から酒荷の江戸表廻漕がはじまり、この頃より酒蔵業によ

る繁栄がはじまっている。

　幕末の文久３年（１８６３）には勝海舟らが西宮・今津に砲台設置を決定し、慶応３年（１８６７）には長州

藩兵１千余人が西宮を経由して上洛するなど、時代の流れを受けて重要港湾を巡る動きが目立っている。

　西宮の人口は享保元年（１７１６）７０００人余り、明和６年（１７６９）９７７６人と江戸中期まで増加をたどるが

その後は微減となったようである。最大の町は浜東町で２０００人を超えていたという。明治２年の西宮町・

浜の合計は家数１６７１軒、人数は男３３０１人、女３６０５人、合計７２０７人であった。

　ただし、近世の西宮では調査地点周辺が門前町として大きな核を形成したと考えられるが、酒蔵業な

ど町の主要産業の生産現場は海岸側に移動したようで、浜方の台頭が目立ったようである。

　

（参考文献）
西宮市　１９５９・１９６０『西宮市史』第１・２巻　魚澄惣五郎編
西宮市教育委員会　１９８２『西宮神社境内地発掘調査報告書』
西宮市教育委員会　１９８２『西宮市埋蔵文化財遺跡分布地図及び地名表（文化財資料第二十三号）』
西宮市教育委員会　１９９４『石在町出土銭と公智神社出土銭』
西宮市立郷土資料館　２００９『よみがえる江戸時代の西宮―西宮町のすがた―』
神戸市立博物館　２００４『よみがえる兵庫津―港湾都市の命脈をたどる―』
平凡社１９９９『兵庫県の地名Ⅰ　日本歴史地名大系２９Ⅰ』
浅岡俊夫　１９８５「越水城跡」『日本城郭大系第１２巻』
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第８図　越水城跡石碑（東南から）
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第３章　調査の成果

第１節　遺構の概要

　今回の調査の対象範囲は、南北に走る一般県道西宮港線の東西両側の歩道部分、および一部車道にか

かる電線共同溝に伴う掘削範囲である。調査に当たっては掘削範囲が限られることや、工事施工時の立

会調査という点から、作業面で制約を受けざるを得なかった。特に桝設置個所以外の管路部分は、面調

査を充分に行えなかった箇所が多い。さらに、各作業範囲は事業単位に掘削を行うため、図面作成や写

真撮影などが細分された作業とならざるをえなかった。この他、事業地は通行量の多い車道において実

施されていることから、開削した範囲は即日埋戻しまでの工程を行わなければならなかった。このため

立会調査は桝・管の設置前の時間を活用して行っている。

　なお、調査区は県道を挟んだ両側の歩道に分かれるため、西側調査区及び東側調査区に分けて報告を

行った。また、報告は事業の作業単位ごとに名称を付して行っているためやや繁雑なものとなっている

が、上記の作業状況であることを勘案いただきご容赦願いたい。

　　

第２節　西側調査区に伴う調査

　一般県道西宮港線の西側歩道部分の調査である。調査区の範囲は西宮神社境内に隣接する地区である。

特に、南側の表大門周辺は昭和５４年度調査・西宮市史による調査などによって顕著な成果が見られた。

Ｒ１′桝および以北管路（第９図・写真図版３参照）

　工事の掘削深度内を調査したが、既存の管路掘削等により自然堆積層は見られなかった。

横断１１６～１１９以西（第９図・写真図版３参照）

　工事の掘削深度内を調査したが、既存の下水管掘削等により自然堆積層は見られなかった。

Ｒ１桝（第９図・写真図版３参照）

　Ｒ１桝の掘削に伴い立会を行った。調査範囲は長さ１．５ｍ、幅１ｍである。土層は上層から埋設管の埋

め戻し土が充填され、堆積土は観察できなかった。また、出土遺物も確認できなかった。このため、掘削

は撹乱の深度内におさまったものと考えられ、上記のＲ１′桝および以北管路地点と同様と考えられる。

西側道路照明①（第９図・写真図版３参照）

　Ｒ１桝南東の西側道路照明灯の設置に際して基礎部分掘削に伴い立会を行った。調査範囲は基礎部分

の掘削範囲とＲ１桝からの管路掘削部である。

　土層はＧ．Ｌ．－７０㎝までが１層灰黄色極粗砂（攪乱）、Ｇ．Ｌ．－１５５㎝までが２層黄褐色極粗砂（遺物包

含）、Ｇ．Ｌ．－１５５㎝以下は３層黄色極粗砂（ベース）となる。出土遺物は１層から近代以降の陶器片、２

層から弥生後期の甕胴部細片（未掲載）、中世の土師器片、近世以降の瓦片（１１２）、時期不明のアカガイ

（赤貝）と考えられる二枚貝が出土した。なお、この地点は表大手門の東１５ｍ、大練塀の東１０ｍに位置す

ることから、これらの建造物や周辺町屋との関連性も考えられよう。

管路掘削部分（第９図・写真図版３参照）

　この調査区は戎町歩道橋下部にあたる。この地区はガス管等の既設管によって撹乱を受け、掘削深度

内では遺構は確認できなかった。ただし撹乱土内より中国産白磁や土師器鍋（未掲載）が出土いる。ま

た、宮水調査に伴う調査では周辺の調査が行われ遺構面の残存を確認すると共に中世の遺物が出土して
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第９図　調査区全体図
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いる。このため周辺に中世遺構が残存する可能性は高いと考えられる。

街渠溝東側掘削（第９図・写真図版３参照）

　この調査区は戎町歩道橋沿いにあたる。掘削深度内を調査したが、既存の下水管掘削等により撹乱さ

れ自然堆積層は見られなかった。なお、既存掘削内で煉瓦等が出土した。

第３節　東側調査区に伴う調査

　一般県道西宮港線の東側歩道部分の調査である。調査区の範囲は西宮神社参道である本町筋から北側

につながる範囲である。なお、本報文中のＴ８桝（設置計画位置は第１０図参照）は計画のみで実際には

設置されなかった。調査時点では隣接地をＴ８～Ｅ１１管路と呼称するなど、調査地区名称にＴ８が使用さ

れているがこれらはすべて設計図上のＴ８桝からの距離を示したものである。

東側道路照明②以北管路（第９図参照）

　掘削深度内を調査したが、既存の管路掘削等により自然堆積層は見られなかった。

東側道路照明②（第１０図・写真図版４・５参照）

　東側道路照明②では近世遺物が見られたが、明確な中世包含層は検出されなかった。

Ｔ８～Ｅ１１間管路（第１０・１１図参照）

　Ｔ８～Ｅ１１間管路は調査区北端から南へ延長３５ｍ前後の地区である。この区間では市道との交差点で近

世～近代遺物が出土したが、それ以前の明確な包含層は検出されていない。断面①の３層暗灰色粗砂層、

断面②の５～７層・灰色～灰黄色粗砂層、断面③の４・５層褐灰色細砂層などは砂堆の堆積層と考えら

れるが上層の旧表土は失われていた。地形的には南側から北側に向かって低く、砂堆地形の北斜面にあ

たる。

　ガソリンスタンド（連系１６・１７と引込み１２２の区間、第９図参照）西側付近は下水道掘方によって撹乱

されるが、この区間の北端では旧建物基礎のコンクリートを検出した。これは戦後、西宮港線の道路拡

幅に伴って建物を撤去した基礎部分と推測される。

　Ｔ８の南２６ｍ地点付近から南方にかけてはタイルが目立って出土した。中には淡陶㈱製の裏型Ｇの可能

性があるものや、ＯＳＡＫＡやＪＡＰＡＮの型が見られた。ＯＳＡＫＡは大阪窯業製の可能性が高い。

　Ｔ８南３１．５ｍでは地表下１．０㎝付近で、黄褐色の中世包含層を確認した。さらに包含層の下部では東壁

でＰ１８を検出し、内部からは多くの土器が出土している。これらは１３世紀頃を中心とするものである。

　Ｔ８南３４．５ｍ～３８．５ｍでは中世の貝層２（貝の浅い堆積の広がり）やＰ１５（土師器細片などを含む）な

どを検出した。この貝層２はＥ１１桝で検出した貝土坑であるＳＫ２１に近接しており、一連のものの可能性

が高い。

連系１２６（第９図・写真図版４参照）

　連系１２６ではＴ８から東の市道に曲がる地点においての土層を確認した。地表下０．８㎝ にて中世と考え

られる包含層を検出した。旧国道から離れているにもかかわらず、色調は淡くなるが浅い深度で中世包

含層が存在する。ベースになる面は地表下１．０ｍ程度と考えられる。東側は既存の水道管堀形内に重なる

ため撹乱されていた。

連系１６・１７（第９・１１図・写真図版５参照）

　Ｔ８南に接続する東側の市道への連系地区である。道路の北側は連系１２６となる。

　調査区の標高は４．２ｍ前後、掘削深度は東端で１ｍ前後、その他は８０～９０㎝前後である。地形的には南

― ―１２



― ―― ―１３

１
.
２
.
３
.

１
.
２
.
３
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

淡
灰
色
　
粗
砂
（
撹
乱
土
・
整
地
土
）

暗
灰
色
　
粗
砂
（
下
層
黒
色
土
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

淡
灰
色
　
粗
砂
（
撹
乱
土
・
整
地
土
）

暗
灰
色
　
粗
砂
（
下
層
黒
色
土
）

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.
７
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.
７
.

コ
ン
ク
リ
ー
ト

塩
ビ
管
・
ガ
ス
管
堀
方

土
管
堀
方

７
.５
Ｙ
７
／
２
　
灰
白
色
　
粗
砂

７
.５
Ｙ
６
／
１
　
灰
色
　
　
粗
砂
（
土
師
器
包
含
）

７
.５
Ｙ
５
／
１
　
灰
色
　
　
粗
砂
（
黄
色
土
混
り
）

２
.５
Ｙ
７
／
２
　
灰
黄
色
　
粗
砂

コ
ン
ク
リ
ー
ト

塩
ビ
管
・
ガ
ス
管
堀
方

土
管
堀
方

７
.５
Ｙ
７
／
２
　
灰
白
色
　
粗
砂

７
.５
Ｙ
６
／
１
　
灰
色
　
　
粗
砂
（
土
師
器
包
含
）

７
.５
Ｙ
５
／
１
　
灰
色
　
　
粗
砂
（
黄
色
土
混
り
）

２
.５
Ｙ
７
／
２
　
灰
黄
色
　
粗
砂

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

５
Ｙ
６
／
２
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
極
細
砂
（
レ
ン
ガ
等
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
１
　
灰
色
　
　
　
　
粗
砂

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
極
細
砂
（
中
世
）

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
極
細
砂
（
中
世
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

５
Ｙ
６
／
２
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
極
細
砂
（
レ
ン
ガ
等
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
１
　
灰
色
　
　
　
　
粗
砂

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
極
細
砂
（
中
世
）

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
極
細
砂
（
中
世
）
１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

５
Ｙ
６
／
２
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
粗
砂
（
シ
ル
ト
混
り
・
撹
乱
）

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
　
　
　
　
粗
砂

２
.５
Ｙ
６
／
３
　
  に
ぶ
い
黄
色
　
粗
砂
（
近
世
な
ど
）

２
.５
Ｙ
５
／
１
　
  黄
灰
色
　
　
　
粗
砂
（
近
代
遺
物
な
ど
）

２
.５
Ｙ
６
／
４
　
  明
黄
褐
色
　
　
粗
砂

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

５
Ｙ
６
／
２
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
粗
砂
（
シ
ル
ト
混
り
・
撹
乱
）

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
　
　
　
　
粗
砂

２
.５
Ｙ
６
／
３
　
  に
ぶ
い
黄
色
　
粗
砂
（
近
世
な
ど
）

２
.５
Ｙ
５
／
１
　
  黄
灰
色
　
　
　
粗
砂
（
近
代
遺
物
な
ど
）

２
.５
Ｙ
６
／
４
　
  明
黄
褐
色
　
　
粗
砂

１
.
２
.
３
.
４
.

１
.
２
.
３
.
４
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

砕
石
（
歩
道
整
地
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
　
　
　
　
粗
砂
（
タ
イ
ル
・
陶
磁
器
）

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
に
ぶ
い
黄
褐
　
粗
砂
（
陶
磁
器
・
レ
ン
ガ
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

砕
石
（
歩
道
整
地
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
　
　
　
　
粗
砂
（
タ
イ
ル
・
陶
磁
器
）

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
に
ぶ
い
黄
褐
　
粗
砂
（
陶
磁
器
・
レ
ン
ガ
）

１
.
２
.
３
.
４
.

１
.
２
.
３
.
４
.

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

５
Ｙ
６
／
３
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
整
地
土

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
に
ぶ
い
黄
色
　
粗
砂
（
近
世
磁
器
他
）

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

５
Ｙ
６
／
３
　
　
 灰
オ
リ
ー
ブ
　
整
地
土

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
に
ぶ
い
黄
色
　
粗
砂
（
近
世
磁
器
他
）

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

砕
石

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
３
　
に
ぶ
い
黄
色
　
　
粗
砂
（
近
世
）

５
Ｙ
６
／
３
　
　
 に
ぶ
い
黄
褐
色
　
粗
砂
（
無
遺
物
）

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

砕
石

１０
Ｙ
Ｒ
４
／
３
　
に
ぶ
い
黄
色
　
　
粗
砂
（
近
世
）

５
Ｙ
６
／
３
　
　
 に
ぶ
い
黄
褐
色
　
粗
砂
（
無
遺
物
）

１
.
２
.
１
.
２
.
昭
和
３０
年
建
築
建
物
解
体
埋
土

コ
ン
ク
リ
ー
ト

昭
和
３０
年
建
築
建
物
解
体
埋
土

コ
ン
ク
リ
ー
ト

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

レ
ン
ガ

雨
水
管
堀
方

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
４
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
　
粗
砂
シ
ル
ト
混
り

２
.５
Ｙ
５
／
２
　
  暗
灰
黄
色
　
　
　
粗
砂

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
３
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
　
粗
砂
（
中
世
包
含
層
）

２
.５
Ｙ
７
／
４
　
  浅
黄
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
の
ベ
ー
ス
）

レ
ン
ガ

雨
水
管
堀
方

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
４
　
に
ぶ
い
黄
褐
色
　
粗
砂
シ
ル
ト
混
り

２
.５
Ｙ
５
／
２
　
  暗
灰
黄
色
　
　
　
粗
砂

１０
Ｙ
Ｒ
６
／
３
　
に
ぶ
い
黄
橙
色
　
粗
砂
（
中
世
包
含
層
）

２
.５
Ｙ
７
／
４
　
  浅
黄
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
の
ベ
ー
ス
）

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
 に
ぶ
い
暗
褐
色
　
中
砂
（
戦
災
層
）

２
.５
Ｙ
５
／
３
　
   
黄
褐
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
包
含
層
）

７
.５
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
　
中
砂
（
貝
層
・
貝
№
２２
・
貝
№
１
）

２
. ５
Ｙ
７
／
６
　
   
明
褐
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
の
ベ
ー
ス
）

レ
ン
ガ

下
水
堀
方

１０
Ｙ
Ｒ
５
／
３
　
 に
ぶ
い
暗
褐
色
　
中
砂
（
戦
災
層
）

２
.５
Ｙ
５
／
３
　
   
黄
褐
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
包
含
層
）

７
.５
Ｙ
Ｒ
４
／
１
　
褐
灰
色
　
　
　
　
中
砂
（
貝
層
・
貝
№
２２
・
貝
№
１
）

２
.５
Ｙ
７
／
６
　
   
明
褐
色
　
　
　
　
粗
砂
（
中
世
の
ベ
ー
ス
）

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

バ
ラ
ス

戦
災
片
付
け
層

５
Ｇ
４
／
１
　
　
 暗
緑
色
泥
土
（
汚
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂
（
撹
乱
泥
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

バ
ラ
ス

戦
災
片
付
け
層

５
Ｇ
４
／
１
　
　
 暗
緑
色
泥
土
（
汚
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂
（
撹
乱
泥
土
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

１
.
２
.
３
.
４
.
５
.
６
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

バ
ラ
ス

撹
乱
層

戦
災
片
付
け
層

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
下
層
道
路
面
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

バ
ラ
ス

撹
乱
層

戦
災
片
付
け
層

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
下
層
道
路
面
）

１０
Ｙ
Ｒ
７
／
６
　
明
黄
褐
色
　
細
砂

①
Ｔ
８
西
街
燈
東
壁

①
Ｔ
８
西
街
燈
東
壁

②
Ｔ
８
南
西
３
ｍ
連
系
１２
６
北
壁

②
Ｔ
８
南
西
３
ｍ
連
系
１２
６
北
壁

③
Ｔ
８
南
６
ｍ
東
壁

③
Ｔ
８
南
６
ｍ
東
壁

④
Ｔ
８
南
１０
ｍ
東
壁

④
Ｔ
８
南
１０
ｍ
東
壁

⑤
Ｔ
８
南
１７
ｍ
東
壁

⑤
Ｔ
８
南
１７
ｍ
東
壁

⑥
Ｔ
８
南
２４
ｍ
東
壁

⑥
Ｔ
８
南
２４
ｍ
東
壁
１１

１１
１１

２２
２２

２２
３３ ４４

３３
３３

４４
４４ ５５

１１ ２２ ３３ ４４ ５５ １１

１１

１１

１１

２２

２２
４
.３
ｍ

４
.３
ｍ

４
.８
ｍ

４
.８
ｍ

４
.３
ｍ

４
.３
ｍ

４
.５
ｍ

４
.５
ｍ

２
ｍ
２
ｍ

００

２２

２２

３３

３３

３３

３３

４４

４４

４４

４４

５５

５５

５５

Ｐ
１５
Ｐ
１５

Ｐ
１８
Ｐ
１８

５５

６６

６６

６６
５５

６６

１１
１１

２２
２２

３３ ４４ ５５

６６

１１
１１

２２

２２

２２

３３

３３

４４ ５５ ６６

７７

⑦
Ｔ
８
南
２６
ｍ
西
壁

⑦
Ｔ
８
南
２６
ｍ
西
壁

⑧
Ｔ
８
南
２５
ｍ
東
引
込
１２
２
北
壁

⑧
Ｔ
８
南
２５
ｍ
東
引
込
１２
２
北
壁

⑨
Ｔ
８
南
３１
.５
ｍ
東
壁

⑨
Ｔ
８
南
３１
.５
ｍ
東
壁

⑩
Ｔ
８
南
３４
.５
～
３８
.５
西
壁

⑩
Ｔ
８
南
３４
.５
～
３８
.５
西
壁

⑪
連
系
１６
・１
７
断
面
２
南
壁

⑪
連
系
１６
・１
７
断
面
２
南
壁

⑫
連
系
１６
・１
７
断
面
１
南
壁

⑫
連
系
１６
・１
７
断
面
１
南
壁

第
１１
図
　
Ｔ
８
～
Ｅ１
１
間
断
面
図
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側の本町筋からは７０㎝前後下がることとなる。

　基本層序はアスファルト・バラス層の直下に戦災層が認められた。この戦災層は高温の被熱を受けた

土砂あるいは瓦礫が３０～４０㎝堆積し、下層には明黄褐色細砂層が堆積するが、明確な中世包含層は確認

されなかった。遺物は戦災層周辺から近世遺物が出土し、明黄褐色細砂層から中世の土師器皿（２８）と

時期不明の土師器壺（２９）が出土した。

引込み１２２（第１０・１１図・写真図版４参照）

　Ｔ８南２５ｍ地点にて東に延びる引込み１２２を掘削した。管堀方の掘削は５０㎝程度と浅かったものの、近

世後半の染付鉢（２７）が出土した。これらはいずれも昭和３０年代に西宮港線が拡幅した際に、解体され

たコンクリート基礎を埋め立てた中から出土したものである。

Ｅ１１桝（第１３図・写真図版７参照）

　Ｅ１１桝は部分的に現代の撹乱を受けているが５層明黄褐色粗砂層上面で中世土坑ＳＫ２１を検出した。Ｓ

Ｋ２１からはアカガイ・トリガイ・アカニシなどの貝類が堆積して検出され、合わせて土師器・瓦器（未

図化）が出土している。近辺には柱穴も検出されＰ１４内からは土師器細片が出土している。５層上層に

はもともと３層黒褐色粗砂が表土として堆積していたが、周辺では上層の撹乱のために部分的に残され

るのみであった。また、下層の６層褐灰色極細砂も旧表土層と考えられる。

Ｔ７桝（第１３図・写真図版６参照）

　Ｔ７桝では調査区中央に確認調査時のトレンチ５が掘削されている。さらに、近代の撹乱土坑からは

レンガとともに湿式タイルが出土した。これは確認調査時（Ｔ５トレンチ）から出土したものと同一であ

る。

１.
２.
２′.

３.

４.
５.

１.
２.
２′.

３.

４.
５.

ブロック
バラス
２.５Ｙ４／２　  暗灰黄色　粗砂
（土師器少量出土、中世）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂
（中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
撹乱

ブロック
バラス
２.５Ｙ４／２　  暗灰黄色　粗砂
（土師器少量出土、中世）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂
（中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
撹乱

１.
２.

３.

１.
２.

３.

バラス
１０ＹＲ５／１　褐灰　粗砂・黄色砂混り
（下水掘方）
貝ピット　（２.５Ｙ５／３　黄褐粗砂）

バラス
１０ＹＲ５／１　褐灰　粗砂・黄色砂混り
（下水掘方）
貝ピット　（２.５Ｙ５／３　黄褐粗砂）

１.
２.

３.
４.
５.

１.
２.

３.
４.
５.

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂
（撹乱・レンガ・タイル）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂
（撹乱・レンガ・タイル）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

１.
２.
３.
４.

５.

６.
７.

１.
２.
３.
４.

５.

６.
７.

アスファルト
セメント
１０ＹＲ８／２　灰白色　　　極粗砂
５Ｙ６／２　　 灰オリーブ　中砂
（黒色土状堆積、整地土、道路面？）
１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　　粗砂
（土器・貝出土・中世包含層・ＳＫ１６）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　粗砂
ガス管堀方

アスファルト
セメント
１０ＹＲ８／２　灰白色　　　極粗砂
５Ｙ６／２　　 灰オリーブ　中砂
（黒色土状堆積、整地土、道路面？）
１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　　粗砂
（土器・貝出土・中世包含層・ＳＫ１６）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　粗砂
ガス管堀方

１.
２.
３.
４.

５.

６.
７.

１.
２.
３.
４.

５.

６.
７.

アスファルト
セメント
１０ＹＲ８／２　灰白色　　　極粗砂
５Ｙ６／２　　 灰オリーブ　中砂（黒色土　堆積、
整地土（道路面か？・上面Ｃ１４サンプル））
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　　粗砂
（中世包含層・ＳＫ１５）
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　粗砂

アスファルト
セメント
１０ＹＲ８／２　灰白色　　　極粗砂
５Ｙ６／２　　 灰オリーブ　中砂（黒色土　堆積、
整地土（道路面か？・上面Ｃ１４サンプル））
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　　粗砂
（中世包含層・ＳＫ１５）
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　粗砂

１.
２.

３.
４.

５.

１.
２.

３.
４.

５.

アスファルト
１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　　　細砂
（撹乱土）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂
１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　粗砂
（中世包含層）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　　極細砂

アスファルト
１０ＹＲ４／２　灰黄褐色　　　細砂
（撹乱土）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂
１０ＹＲ５／４　にぶい黄褐色　粗砂
（中世包含層）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　　　極細砂

（１）Ｔ７桝南１ｍ～東壁（１）Ｔ７桝南１ｍ～東壁
５.０ｍ５.０ｍ

５.０ｍ５.０ｍ ５.０ｍ５.０ｍ ５.０ｍ５.０ｍ
２ｍ２ｍ

１１
１１

１１
１１

１１

２２

３３

４４

４４

５５

５５

２２

２２

２２２２

２′２′

３３

３３

３３
３３

４４

４４Ｐ０９Ｐ０９
Ｐ０８Ｐ０８

６６
７７

１１
２２
３３
４４

６６

７７
５５

５５

５５

００

５.０ｍ５.０ｍ ５.０ｍ５.０ｍ

（２）Ｔ７桝南東１.５ｍ（２）Ｔ７桝南東１.５ｍ （３）Ｒ１０桝南２.５ｍ西壁（３）Ｒ１０桝南２.５ｍ西壁

（４）Ｒ１０桝南５ｍ西壁（４）Ｒ１０桝南５ｍ西壁 （５）Ｒ１０桝南９ｍ西壁（５）Ｒ１０桝南９ｍ西壁 （６）連系１２０・１２１Ｒ１０桝南東６ｍ（６）連系１２０・１２１Ｒ１０桝南東６ｍ

第１２図　Ｅ１１～Ｒ１０桝など断面図



― ―― ―１５

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
撹乱　　　　（Ｔ５トレンチ）
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂（Ｅ１１桝６層より暗色）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
撹乱　　　　（Ｔ５トレンチ）
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂（Ｅ１１桝６層より暗色）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
１０ＹＲ４／１　褐灰色　　粗砂（ＳＫ２１埋土、貝出土、土師器、瓦）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
１０ＹＲ４／１　褐灰色　　粗砂（ＳＫ２１埋土、貝出土、土師器、瓦）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
１０ＹＲ３／１　褐灰色　　粗砂（ＳＫ１９埋土、貝出土、中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂（下層包含層）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

舗装ブロック
２.５Ｙ６／２　  灰黄色　　粗砂（撹乱・レンガ・タイル）
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　粗砂（中世包含層）
１０ＹＲ３／１　褐灰色　　粗砂（ＳＫ１９埋土、貝出土、中世包含層）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　粗砂
１０ＹＲ５／１　褐灰色　　極細砂（下層包含層）
１０ＹＲ７／６　明黄褐色　粗砂

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.

コンクリート
砕石
１０ＹＲ５／２　灰黄褐色　　　中砂
２.５Ｙ７／３　  浅黄色　　　　中砂
１０ＹＲ３／１　黒褐色　　　　粗砂（中世包含層・炭混り）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂
１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　粗砂（ＳＫ１７埋土、貝出土）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂（ＳＫ１７埋土）

コンクリート
砕石
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２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂
１０ＹＲ４／３　にぶい黄褐色　粗砂（ＳＫ１７埋土、貝出土）
２.５Ｙ７／６　  明黄褐色　　　粗砂（ＳＫ１７埋土）
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第１３図　Ｅ１１・Ｔ７・Ｒ１０・横断　１１６～１１９　平・断面図



― ―― ―１６

　５層上面ではＰ１０・１１を検出した。Ｐ１０からは土師器小皿（７０）・瓦質土器羽釜（７１）が出土した。

　この他、５層からは弥生後期～古墳時代初頭の壺（７８）が出土した。ただし、壁の崩落が著しくこれ

らの遺物が遺構内出土かどうかは不明である。この他、撹乱層からは近世磁器（７６・７７）が出土している。

Ｒ１０桝（第１３図・写真図版７参照）

　Ｒ１０桝はＧ．Ｌ．－２０㎝前後で３層黒褐色粗砂（中世包含層）が確認され中世の土坑（ＳＫ１８・１９）、柱穴

（Ｐ０５・０６）などを検出した。さらにＰ０６には底に根石を据える。小規模な調査区であるがこれらの遺構

に伴う土器も出土しており、周辺は（Ｅ１１桝～Ｅ１０桝の範囲）遺跡の中心をなす場所である可能性が高

い。地形的にも３層上面で４．７ｍ前後と、周辺では最も高い場所に位置し、砂堆の頂部に位置する可能性

が高い。

Ｅ１１～Ｔ７間管路（第１０・１２図・写真図版６参照）

　Ｅ１１～Ｔ７管路部分では中世の貝集積土坑であるＳＫ２０が検出された。北側の貝層１・Ｅ１１桝ＳＫ２１など

とともに周辺には貝の廃棄土坑が集中する。

Ｔ７～Ｒ１０間管路（第１０・１２図・写真図版６参照）

　Ｔ７～Ｒ１０間管路では西壁で中世のＰ０７が検出された。埋土は黒色砂層で底部には根石を据えている。

内部からは須恵器・土師器が出土した。同じく東壁ではＰ０８・０９（第８図断面（１））が検出されている。

Ｒ１０～Ｅ１０間北管路（第１０・１２図・写真図版６・７参照）

　本町筋の現道路面から歩道にかけての範囲でＲ１０桝から南へ１０ｍの範囲である。北側で掘削深度０．９

ｍ、南側で１．４ｍである。周辺の標高はこの付近の最頂部を測るもので、４．８ｍ前後である。

　表土下７０～８０㎝は撹乱が著しい。北側で道路面（表土下３０～６０㎝）を検出し、南側で黒褐色土層の遺

物包含層を検出した。層中からは弥生時代後期～古墳時代初頭の甕（８３・８４）・製塩土器（８２）・貝類な

どが出土した。このほか、出土位置の詳細は不明であるが近世の磁器碗（８５）が出土している。

Ｅ１０～Ｒ１０間南管路（断面ｃ～ｃ′・ｄ～ｄ′・第１４・１５図・写真図版９参照））

　Ｅ１０枡からＲ１０桝間の南側管路部分である。同区間では、１層上面で近代～現代の遺物を包蔵する土

坑、２層上面で近世の土坑、３層（砂層）上面で柱穴をそれぞれ土層断面の観察で確認した。また３層

下より土壌化層（旧地表）を確認している。

　遺構は調査区の南端で近世の土坑、北半部で近世土坑、柱穴を検出した。遺物は北端の近世土坑より

多量の貝殻、瓦、陶器片などが出土した。

連系１２０・１２１（第１０・１２図・写真図版６参照）

　Ｒ１０桝の南西に曲がる地点である。個人住宅南西隅で僅かに自然堆積が確認された。地表下－５０㎝で

４層の下層包含層対応層が確認されたが出土遺物はなかった。周辺では浅いレベルで中世包含層が検出

される。その他の箇所は大半が従前の掘削で撹乱されていた。

横断１１６～１１９東側（第１３図・写真図版８参照）

　横断１１６～１１９東側の掘削はＲ１０桝から西に道路を横断する管路で、このうちの東側に相当する。東側

縁石から１．８～２．７ｍまでの範囲である。地表下０．６ｍにおいて５層下部の中世のＳＫ１７が検出され、道路

下にも遺構が存在することが確認できた。ＳＫ１７は北壁では９０㎝、南壁では６０㎝の幅があり、７層におい

て一面に貝の集積が認められた。厚さは最大で４０㎝にもおよぶ。土坑底は全掘できていないが、部分的

な掘削によって検出面から６０㎝前後まで下がることが確認できた。

　出土遺物は土師器、須恵器鉢などの細片がある。その他、土坑底からはやや扁平な石材が出土した。
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柱穴（Ｐ１２・１３）はＳＫ１７の東西に近接して検出されたもので、特に貝の集積は見あたらないが、土師器

等の小片が出土している。また、本地点の東端は下水の掘方により大きく掘削されるが、中世遺構が検

出され遺構面が遺存した意義は大きい。

Ｅ１０桝（第１５図・写真図版９参照）

　本地点は桝の掘削に伴うものであるが、Ｅ１０桝北側の断面（断面Ａ－Ａ′）では２面の包含層を検出し

た。ただ、本地点は中央に既存の管埋設のための掘削坑があり、南半分は撹乱されていた。このため、

遺構が遺存する範囲は北側のわずかな部分であった。

　上層の包含層は３層黒褐色粗砂で厚さ１０㎝前後堆積する。この直下からはＳＫ１３・１４が検出された。こ

れらの土坑からは中世の土師器皿（９０）が出土しているため、中世のものと考えられる。ほかにも３層

黒褐色粗砂周辺からは土師器鍋（８８）・瓦器碗（８９）が出土した。また、同層には近世段階の撹乱が著し

いが、層中から丹波焼擂鉢（９１）も出土している。このことからすると同層は近世段階まで地表であっ

た可能性が高い。この他、出土遺物には和釘（Ｆ１）がある。

　下層の包含層は地表下０．５～１ｍ前後の３′層の明褐色粗砂層である。層中には弥生後期の甕（９２・９５）・

台付鉢（９３）・高杯（９４））を包含するが遺構は検出できなかった。現地表の標高は４．８ｍ前後、掘削深度

は標高３．２ｍ前後である。

連系１８（断面ａ～ａ′・ｂ～ｂ′、第１５図・写真図版８参照）

　調査地点は旧西国街道にあたる。掘削深度は東側でＧ．Ｌ．－１．１ｍ、西側でＧ．Ｌ．－１．０ｍ、現地表は標

高４．９ｍを測る。上層は広く撹乱を受けるが、東端（断面ａ～ａ′）で旧道の道路面と道路の盛土（６～８

層）を確認し、貝層２（下層の９層黒褐色細～中砂層）からはアカガイ・トリガイなどの貝類のほか、

中世の土師器小皿（８６）が出土した。他に、調査区内からは肥前系磁器碗（８５・８７）が出土している。

道路の盛土層は数回の変遷を経るもので、地盤を硬化させていた。時期的には近世から近代に至るもの

と考えられる。

　また、僅かに旧堆積層を残す断面ｂ～ｂ′層でも貝を含む土層が観察されたが撹乱が著しい。このこと

から旧地形が残されているならば、周辺にも広く中世包含層が存在したと考えられる。

街渠溝北（第１４・１５図・写真図版１１参照）

　本地点はＥ１０桝の西道路際の調査区である。柱穴底部には礎板石が置かれていた。遺物は柱穴内より

土師器皿片が出土している。

街渠溝南（第１４・１６図・写真図版１１参照）

　この地区はＥ１０桝・街渠溝の南側の道路際の調査区である。南端部の一部は工事により撹乱されてい

たが、ほぼ全域で近世土坑（ＳＫ０２・０８、ＳＸ０１・０２・０３他）と中世の柱穴（Ｐ２・３）・土坑（ＳＫ０３・

０６・０７、ＳＸ０４）が確認された。

　遺物は、中世の土坑であるＳＫ０３より土師器皿（１０２～１０４）、ＳＫ０６より１３世紀代の須恵器鉢が出土して

いる。また、近世の土坑であるＳＸ０２より丹波焼擂鉢（１０８）、ＳＫ０１より磁器仏飯具（１０９）、ＳＫ０２より肥

前系染付蓋（１１０）が出土している。ＳＸ０３下層からは貝類細片が出土した。

横断１１０～１１１区間（断面Ｂ～Ｂ′・ｃ～ｃ′、第１４・１６図・写真図版１０参照）

　同区間の土層堆積は７層の暗褐色土層が厚さ１０㎝前後観察され、その上面から遺構が検出された。こ

の７層は近世段階の整地層と考えられ、西端部では７層上面より切り込まれたＳＸ０５（近現代）が確認さ

れた。一方、東端部では近世後半の土坑群（ＳＫ１０～１２）が検出された。遺物はＳＫ１２の４層から土師器

― ―１８
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ブロック
バラス層
１０ＹＲ７／６　明褐色　粗砂（中世包含層）
５Ｙ７／３　　 浅黄色　細砂～中砂
１０ＹＲ３／１　黒褐色　粗砂
４より明色

ブロック
バラス層
１０ＹＲ７／６　明褐色　粗砂（中世包含層）
５Ｙ７／３　　 浅黄色　細砂～中砂
１０ＹＲ３／１　黒褐色　粗砂
４より明色
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コンクリート
バラス
撹乱
７.５Ｙ４／１　   灰色　　　バラス混り土
７.５ＹＲ４／１　褐灰色　　細砂～中砂（近～現代）
７.５ＹＲ８／４　浅黄色　　細砂層（やや硬化する。）
５Ｇ５／１　　  緑灰色　　シルト質土（硬化する。）
７.５ＹＲ４／２　灰褐色　　細砂（やや硬化する。）
１０ＹＲ３／２　 黒褐色　　細砂～中砂（貝包含層・中世）
１０ＹＲ７／６　 明黄褐色　細砂～中砂

コンクリート
バラス
撹乱
７.５Ｙ４／１　   灰色　　　バラス混り土
７.５ＹＲ４／１　褐灰色　　細砂～中砂（近～現代）
７.５ＹＲ８／４　浅黄色　　細砂層（やや硬化する。）
５Ｇ５／１　　  緑灰色　　シルト質土（硬化する。）
７.５ＹＲ４／２　灰褐色　　細砂（やや硬化する。）
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１０ＹＲ７／６　 明黄褐色　細層～中砂
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皿（１０１）やＳＫ１０・１１から土師器皿、ＳＸ０５の下層から須恵器鉢（１０５）が出土している。このほか近世の

陶磁器片が出土している。

Ｅ１０～Ｒ１０′間管路（断面Ａ～Ａ′北側、第１４～１６図・写真図版９・１０参照）

　本地点の北側はＥ１０桝とともに実施した。このため遺構図は北側を第１５図、南側を第１６図で示した。

　第１２図の範囲は大きく近世～近代の撹乱坑（ＳＫ０１・０４）や樹根による撹乱が見られた。わずかに中世

の遺構としてＰ０９やＳＫ０５・０９などの柱穴・土坑が検出された。

　ただし、北側は断面観察（ｅ～ｅ′断面）のみを行った。３層黒褐色粗砂層直下からＰ１９を検出し、層中

からは土師器細片が出土した。下層包含層は掘削範囲内では検出されなかった。周辺の標高は４．５０ｍ前

後、掘削深度は標高３．６ｍ前後まで実施した。

Ｒ１０′桝（第１４・１６図・写真図版１０参照）

　Ｒ１０′枡は、近現代の土坑（ＳＫ０４・０５）を確認した。ただし、本地点はＥ１０～Ｒ１０′間管路とともに一

括で調査を行っているため、報告は前述のとおりである。

Ｒ１０′桝～信号管路（断面Ａ～Ａ′、第１４・１６図・写真図版１０・１１参照）

　同区間は近年の工事により遺構が破壊されている。工事掘削深度内では遺構は確認できなかった。

第４節　小結

　西側調査区（西宮神社東側歩道）では従前の開発による撹乱が著しく、遺物包含層や遺構の残存状況

は良好ではなかった。これは地下埋設物による開削の影響が大きいが、今回の共同溝も従前の埋設物と

同様、歩道のほぼ中央を設置箇所としたため、既往の掘削溝と同範囲の掘削となったことが原因であろ

う。このため、周辺隣接地点の大部分は旧地形が残されている可能性は極めて高い。また、東側調査区

および昭和５４年度の調査成果からすると、表大門周辺は地形的にも砂堆頂部にあたっており本遺跡の中

心部分に位置する可能性が高い。このため周辺の調査には十分な留意が必要となろう。

　東側調査区ではＴ８桝の以南において中世・近世を中心とする遺構を確認し、弥生から近代までの遺

物が出土した。これによって現在まで不明であった中世の遺構面と遺構の様相の一部が明らかになった。

　昭和５４年度調査では包含層のみの検出であったが、今回の調査によって表大門から東に延びる西国街

道沿線上には広く遺構が残されることも確認された。これらの範囲は旧西国街道に沿うもので、西宮の

中心である本町筋に面した門前町の中核部分である。地形的にも表大門から東に伸びる砂堆上にあたる

場所で周囲に比べ安定した立地をもつ、このため西宮の門前町がこの表大門前の本町筋を中心に発展し

たという指摘は今回の調査においても検証されたといえる。

　さらに、今回の調査では近世・近代の遺物も出土したが、これらの遺物の組成からすると磁器が多く

含まれるが、日常生活品が多数を占めており町屋の様相を示している。一方、境内地である昭和５４年度

の調査では近世遺物の出土がほとんど認められないが、これは境内地と街道沿いの町屋との差を表して

いるものと考えられる。

　また、近代においても先進的な煉瓦やタイルが出土した点からは、西宮が常に都市的な変化を遂げた

ことを傍証したといえる。

　さらに、Ｔ８～Ｅ１１間管路および連系１６・１７地点などで観察された夥しい戦災による焼土層の検出が

ある。これらの焼土層は南側の本町筋周辺の戦災層を片付けた際のものと考えられるが、今回の調査に

よって西宮の町が第２次大戦の被害を蒙っていたことを改めて明らかにした意義は大きい。
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第４章　出土遺物

第１節　弥生時代～近代の土器・陶磁器・瓦

　今回の調査では弥生時代～古墳時代、古代、中世、近世後半～近代の遺物が出土した。なお、本章の

記述は第１節で土器・陶磁器・瓦・鉄製品、第２節で近代～現代のタイル・碍子などを報告した。また、

遺物の記述は調査地点ごとに行ったが、個々の遺物の出土地点の詳細については、観察表も合わせて参

照していただきたい。

１．Ｔ８～Ｅ１１間管路の出土遺物（第１７～２０図参照）

　Ｔ８南側から出土した遺物は大半が戦災片付け層や撹乱、下水掘方などからのものである。これらの

遺物は近世～近代のものが多数を占めるため、他の時代の遺物に比べ限定的な掲載に留めた。ただし、

中世段階のものではＰ１８などにおいてまとまった出土が見られるのでできる限り掲載に努めた。

　本地点周辺は戦災による被災層が表土直下に残され、下層に中世の遺物を出土する遺構ないし遺構面

が部分的に検出された。また、近世～現代に至る陶磁器を廃棄した堆積が随所に確認された。

　近世後半～近代の陶磁器には肥前系磁器・関西系陶器・瀬戸系陶器・丹波焼・産地不明磁器と土師器

で器種不明（２９）のものがある。肥前系磁器には染付碗（１～８・３０～３２）・同猪口（３４）・同皿（１３～１５・１８・

１９・２６）・同鉢（２１・２２・２７・３８）・同仏飯具（２０・３５）、青磁染付碗（３３）、白磁碗（１１）・同皿（１６・１７）がある。

　染付碗は小型のものが多くいずれも日常雑器で、湯呑み碗の類に近い器形が大半を占める。８は筒形碗

である。染付皿は１３・１４のような小皿と１８・１９のような鉢に近い器形のものがある。白磁の皿では１６が見込

みを蛇の目釉ハギし、１７は型打ち皿で菊花を表す。２０・３５の染付仏飯具は小型のもので外面に斜格子文を描く。

　このほか近代の磁器として�平焼（１２）や染付湯呑み碗（９・１０）・皿（３９）がある。１２は淡陶社製の

三彩碗で、淡路島で焼成された製品である。９・１０は産地不明の磁器である。

　関西系陶器では行平鍋（２３）、蓋（２４）などがある。瀬戸系陶器の皿（３６）は内外面に透明釉を施釉

し、底部は碁笥底のものである。丹波焼は徳利（２５）、甕（４１）がある。

　Ｐ１８から出土した遺物は前述のように中世の一括遺物である。土師器小皿（４２～４７）・皿（４９～５６）・

鍋（５８）、瓦質土器羽釜（５９）、瓦器椀（６０）、須恵器椀（５７）・鉢（６１・６２）を図化した。

　土師器小皿は体部がくの字に折れ、内外面を横ナデする。外面下半を中心に指頭痕跡が認められるも

のが多い。４５・４６は底部がへそ皿状に持ち上がる個体である。皿も全体に口径が小さく内外面を横ナデ

し、体部がくの字に折れる特徴を持つ。外面下半は未調整で指頭痕跡を顕著に残す。

　土師器鍋５８は受け蓋になる個体である。細片であるため詳細は不明であるが、瓦質の可能性も残され

る。内外面を横ナデし口縁部をやや内側に折る個体である。

　瓦器碗６０は底部の破片で、内面に暗文が観察される。瓦質土器５９は羽釜である。口縁下に小さな鍔をも

ち、内面には板ナデが観察される。須恵器椀５７は口縁部の細片である。須恵器鉢（６１・６２）は口縁部が肥

厚し端部を上方につまむものである。

２．Ｅ１１・Ｔ７桝・Ｒ１０桝周辺の出土遺物

　本町通り北側に面した地区から出土した遺物である。主として中世前半の土器がまとまって出土した。

ここでは遺物の取り上げ単位ごとに報告を行う。

― ―２２
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第１７図　出土遺物　土器・陶磁器など１　磁器
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第１８図　出土遺物　土器・陶磁器など２　陶器・磁器

Ｅ１１桝（第２１図参照）

　６３～６５の３点がある。いずれも肥前系磁器で６３は青磁皿、６４は染付蓋、６５は染付半筒碗である。

Ｔ７桝及び周辺（第２１図参照）

　６６～７８の１３点がある。弥生時代～古墳時代初頭の壺（７８）、中世の土師器皿（６６～７０・７２）・羽釜（７１）・

備前焼擂鉢（７４）・火鉢（７５）、近世初頭の備前焼擂鉢（７３）、近世後半の肥前系染付碗（７７）・青磁染付

蓋（７６）・がある。７８は口縁部を外方に大きく開き、端部を上方につまんで尖らせている。外面に縦ハ

ケ、内面は頸部付近に横ハケ、体部を縦方向にケズリ調整し、頸部に竹管文を施文する。

Ｒ１０桝（第２１図参照）

　土師器皿（８０）・中国産の青磁碗（７９）を図示した。８０は内面および外面上半を横ナデし、外面下半に

指頭痕跡を顕著に残す。７９は龍泉窯産のもので、外面には蓮弁文に鎬が表現される。１３～１４世紀前後に

出土する製品である。８０はＳＫ１６から出土した。

Ｒ１０～Ｅ１０間北管路（第２１図参照）

　須恵器甕（８１）がある。外面に平行タタキ痕跡を残すもので、口縁部を短く折り肥厚させるものであ

る。



― ―

３．横断１１０～１１１・Ｅ１０桝より南の遺物

Ｒ１０～Ｅ１０間南管路（第２２図参照）

　この地区からは弥生時代後期～古墳時代初頭の土師器甕（８３・８４）・製塩土器（８２）、中世の土師器小

皿（８６）、近世後半の肥前系染付碗（８５）が出土した。出土層位はいずれも近代以降の撹乱層である６・

７層から（第１５図断面ｃ～ｃ′参照）である。

― ―２５
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第２０図　出土遺物　土器・陶磁器など４　土師器・須恵器・瓦器
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第１９図　出土遺物　土器・陶磁器など３　陶器・磁器
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第２１図　出土遺物　土器・陶磁器など５　土師器・陶器・磁器
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連系１８（第２２図参照）

　中世の土師器小皿（８６）と近世後半の肥前系青磁染付碗（８７）がある。８６は底部がやや持ち上がるタイ

プで、外面に指頭痕跡が残る。８７は小型の筒茶碗で小さな高台をもつ。８６は下層からの出土であるが明

確な層位は不明、８７は上層からの出土である。

Ｅ１０桝（第２２図参照）

　弥生時代後期～古墳時代初頭の甕（９２・９５）・高杯（９４）・台付鉢（９３）、中世の土師器小皿（９０）・鍋

（８８）、瓦器椀（８９）、近世の丹波焼擂鉢（９１）がある。

Ｅ１０～Ｒ１０′区間（第２３図参照）

　弥生時代後期～古墳時代初頭の鉢（１００）、中世の土師器小皿（９６～９８）、近世の丹波焼擂鉢（９９）があ

る。１００は手づくね成形で外面に指頭痕跡を残す。土師器皿は１４世紀代、丹波焼擂鉢１７世紀後半のもので

ある。

街渠溝（第２３図参照）

　南北の街渠溝をまとめて報告する。中世の土師器小皿（１０４）・皿（１０２～１０３）、須恵器椀（１０６）・鉢

（１０７）、近世の丹波焼擂鉢（１０８）、肥前系染付磁器仏飯具（１０９）・同蓋（１１０）がある。土師器小皿・須

恵器椀は１３～１４世紀代、その他は近世後半の遺物である。１０３・１０４はＳＫ０３、１０６はＳＫ０６から出土した。

横断１１０～１１１（第２３図参照）

　土師器皿（１０１）、須恵器鉢（１０５）、肥前系施釉陶器皿（１１１）・道具瓦（１１２）や近世の磁器・土師器な

どがある。土師器皿（１０１）・須恵器鉢（１０５）は１３～１４世紀代、肥前系施釉陶器皿（１１１）は近世後半の

ものである。道具瓦（１１２）は螻羽瓦の可能性があり、刻印が側面に観察される。
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第２２図　出土遺物　土器・陶磁器など６　土師器・須恵器・瓦器・陶器
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第２３図　出土遺物　土器・陶磁器など７　土師器・陶器・磁器・瓦

４．調査区西側の出土遺物

西側道路照明（第２３図参照）

　瓦（１１３）を図化した。獅子口ないしは鬼瓦などの破片と考えられる。均質な磨きと光沢のある燻しが

施された製品である。近世後半～近代のものと考えられる。このほか、１３～１４世紀頃の土師器皿・近世

後半の陶磁器などが出土したが細片のため図化していない。これらの様相は東側の出土状況とおおむね

相異はない。

５．確認調査の遺物（第２５図参照）

　確認調査で出土した遺物は土師器小皿（１１４・１１５）・皿（１１６～１１８）、須恵器鉢（１１９・１２０）、丹波焼甕

（１２１・１２２）、肥前系陶器皿（１２３）鉢がある。

　それぞれの出土位置は１トレンチから土師器小皿（１１４・１１５）、４トレンチから土師器皿（１１６・１１７）、

須恵器鉢（１１９・１２０）・丹波焼（１２１・１２２）、３トレンチから肥前系陶器皿（１２３）、５トレンチからは土

師器皿（１１８）がそれぞれ出土した。
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第２５図　確認調査

６．鉄製品・その他（第２４図参照）

　釘（Ｆ１）はＥ１０桝出土である。頭巻の和釘で、下半が折れ曲がる。

７．小結

　今回の調査で出土した遺物は弥生時代後期～古墳時代初頭、中世、近世後半

～近代に大きく大別される。

　弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物は、大半が破片であるが、Ｅ１０桝３′層では下層の黒色包含層から

も出土しており、比較的下位の層位からの遺物が多い。昭和５４年度調査においても弥生時代～古墳時代

の土器が多く出土しており、当該期の集落遺跡が周辺に存在する可能性が示唆される。

　中世の遺物は１４世紀前半前後の遺物が多くを占め、Ｔ７桝などでは中世遺構が検出された。これらの

遺構は黒褐色砂層をベースとする包含層から切り込むもので同層が当該時期の遺構面であることが確認

された。ただし、遺物群の様相をみると、土師器皿が圧倒的に多数を占め、土師器鍋・羽釜・須恵器椀・

鉢、瓦器碗、中国産青磁などが含まれるものの少量であった。瓦器や須恵器皿・椀・甕などの器種が少

ないことは遺物の中心時期が１４世紀に偏ることを物語っていると思われるが、昭和５４年調査に比べると

組成に偏りが認められた。西宮神社境内地周辺「市庭」に隣接する地点とその周辺のエリアの差も想定

され、今後の検討が望まれるところである。

　中世後半の遺物は備前焼擂鉢７４などわずかではあるが含まれていた。ただし、１４世紀代に比べると遺

構から出土したものもなく、詳細を分析できる材料にはならない。

　近世の遺物は大半が近世後半、特に幕末期～近代前後のものに集中している。日常雑器が中心で、器

種は小型の碗・皿が中心である。その一方、大皿や壺などの高級品は含まれず、器種組成の点でも供膳

具が多く、擂鉢などの調理具や甕などの貯蔵具が少ない印象である。これらから考えられることは調査

地周辺が一般町人層の町屋であることを推測させる。

　今回の調査は遺跡の立地と広がりという点では昭和５４年度の調査をあらためて検証する成果をえるこ

とができた。特に中世段階では１３～１４世紀頃の様相が加えられ、神社東側の東西に延びる砂堆上に遺跡

が広がることがより明確になった点で成果の意義は大きい。

第２４図　出土遺物　鉄製品
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第２６図　土器・陶磁器など出土遺物観察表１

備　　　　考
残存率法　　　量

器種種別時代出 土 地 点№
底部口縁部底径器高口径

肥前系磁器。内面見込＝五弁花・外面＝草花文・
高台＝渦福１�２－（４．０）（３．０）－碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路Ｔ８南２４ｍ　西

壁Ｇ．Ｌ．－７０㎝　にぶい黄褐粗砂１

関西系磁器。内面見込＝二重圏線・外面＝岩に樹
文１�５２�７（８．１）４．８　（９．０）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ間管路暗Ｔ８南１７ｍ　植

栽掘方　褐色　腐植土２

肥前系磁器。内面見込＝二重圏線、外面＝１重回
線・花文３�７１�３（３．４）５．０　（８．８）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・下水掘方・Ｔ８

南２４～１７ｍ３

肥前系磁器。外面＝斜格子の窓文３�５－（４．６）（４．１）－碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・下水掘方・Ｔ８
南２４～１７ｍ４

肥前系磁器。外面＝花文・見込＝不明１�２－３．７　（３．７）－碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・下水掘方・Ｔ８
南２４～１７ｍ５

肥前系磁器。完存－４．５　２．６　－碗白磁近世後半
Ｔ８～Ｅ１１間管路近現代撹乱・Ｔ８
南１２～１７ｍ　褐灰色粗Ｇ．Ｌ．－７０
㎝前後砂

６

肥前系磁器。外面＝草花文３�４－（４．６）（４．０）－碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南１７ｍ～Ｇ．
Ｌ．－８０㎝　にぶい黄褐粗砂７

肥前系磁器。筒茶碗・外面＝鳥文１�６－（５．３）（７．３）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７
ｍ・下水掘方８

外面＝図案状文様・口縁内面・見込＝図案化した
雲文１�２１�８以下（５．３）６．７　（８．５）湯呑み碗染付近代Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７

ｍ・下水掘方９

口縁部は輪花状に波打つ。下膨れの体部を持つ。
外面＝草花文、内面口縁部＝四方襷文。見込に草
文

１�３１�５４．３　５．５　（８．０）湯呑み碗染付近代Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南８ｍ・Ｇ．
Ｌ．－１００　灰色粗砂１０

肥前系磁器。見込は蛇ノ目釉ハギ。完存－４．８　（５．２）－碗白磁近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ・現
代　下水掘方　暗褐色土１１

淡陶社製の三彩碗１�８以下－（２．９）（１２．２）碗�平焼近代Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ・下
水掘方１２

肥前系磁器。口縁内面＝蛸唐草、外面＝唐草文１�５（６．９）２．２　（９．６）皿染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ・下
水掘方１３

肥前系磁器。外面＝唐草文・内面＝口縁に二重回
線・見込に水草文１�４（７．８）（２．６）－皿染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ・下

水掘方１４

肥前系磁器。内面＝飛脚文１�７－（９．０）（１．９）－皿染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南１７ｍ～・
現代　下水掘方　暗褐色土１５

肥前系磁器。見込は蛇ノ目釉ハギ。完存－４．２　（２．０）－皿白磁近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７
ｍ・Ｇ．Ｌ．－８０㎝　にぶい黄褐粗砂１６

肥前系磁器。型打ち皿．見込み輪花を表現。ほぼ完存８．４　（１．７）－皿白磁近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２７～３０
ｍ・下水掘方１７

肥前系磁器。型打ち皿（輪花）、口縁は鉄錆。内面
＝図案化した山水文と帆掛け舟完存３�８８．１　３．７　（１４．０）皿染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ・下

水掘方１８

肥前系磁器。型打ち皿、口縁部は輪花および口さ
び。内面＝型紙摺り文様と木樹文・外面＝草花文１�３１�３（８．４）４．４　（１４．２）皿染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７

ｍ・現代　下水掘方　暗褐色土１９

肥前系磁器。外面口縁＝圏線に格子文。ほぼ完存１�６４．４　５．８　（６．２）仏飯具染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７
ｍ・下水掘方２０

肥前系磁器。内面＝昆虫文・外面＝幾何学文様・
区画線１�８以下－（６．０）－鉢染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７

ｍ・下水掘方２１

肥前系の型打皿（八角形）。内面＝扇面窓に葡萄蔓
草文・外面＝昆虫文・植物文１�４細片（８．６）（７．２）（１８．４）鉢染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４ｍ　西

壁・Ｇ．Ｌ．－７０㎝　にぶい黄褐粗砂２２

関西系陶器。外面にイッチンで縦線を表現。１�４－４．２　（１７．２）鍋施釉陶器近世後半
Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南３４．５～
３８．５ｍ・１０ＹＲ５�３　にぶい黄褐・
Ｇ．Ｌ．－６０㎝

２３

関西系陶器。細片のため詳細不明。１�５－（１．８）－蓋施釉陶器近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南２４～２７
ｍ・下水掘方・貝取り出し２４

底部片。１�２（１０．０）（１３．０）－徳利丹波焼近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｔ８南１０ｍ・Ｇ．
Ｌ．－９０㎝　黄褐色粗砂２５

肥前系磁器。内面＝見込にコンニャク印判の五弁
花・口縁に回線と雲文、外面＝唐草文、高台に
『富貴長春』銘。

１�３１�８以下（７．０）２．６　（１２．０）皿染付近世後半連系１２６・表土直下　撹乱内　２６

肥前系磁器。外面に２重圏線と植物文、腰部に鋸
歯文。１�２（１１．１）（５．７）－鉢染付近世後半引込１２２・Ｇ．Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２

暗赤褐２７

手づくね皿、外面に指頭痕跡を観察する。１�３－（１．７）（７．８）小皿土師器１３世紀連系１６・１７・下層　明黄褐色砂層２８

底部片。内面に刺突痕跡。完存１．６　（２．６）－壺土師器不明連系１６・１７・明黄褐色砂層（下層）２９

肥前系磁器。外面＝格子窓に桐文。２�３１�４（３．４）４．３　（９．２）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３０

肥前系磁器。外面＝回線と牡丹文、内面＝口縁圏
線と　　見込一重圏線。１�５１�４４．４　４．８　（９．４）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３１

肥前系磁器。外面＝二重網手・腰部＝二重圏線１�４若干（４．２）４．９　（１０．５）碗染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３２

見込＝蜜柑・２重圏線、高台＝渦福完存１�６４．７　６．０　－碗青磁染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３３

肥前系磁器。蕎麦猪口。外面＝松枝文ほぼ完存１�８４．９　６．７　（６．９）猪口染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３４

肥前系磁器。外面＝雨降り文２�３１�４（４．１）４．２　（７．８）仏飯具染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３５

透明釉を施釉する。１�３１�３（３．５）１．６　（７．８）皿瀬戸焼近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路・５層中世包含層３６
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第２７図　土器・陶磁器など出土遺物観察表２

備　　　　考
残存率法　　　量

器種種別時代出 土 地 点№
底部口縁部底径器高口径

型成形。底部外面に刻印「〇８９」完存－６．８　（１．４）－小鉢？施釉陶器近代Ｔ８～Ｅ１１間管路３７

肥前系磁器。内面＝唐草・笹文に帆掛船、外面腰
部＝蓮弁文１�４（８．７）（４．３）－鉢染付近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路３８

内面＝銅版転写文様１�５わずか９．０　２．４　（１５．８）皿染付近代Ｔ８～Ｅ１１間管路３９

型成形、外面に貫入が観察される。２�３弱－（１０．８）（３．１）－鉢・瓶？施釉陶器近代Ｔ８～Ｅ１１間管路４０

底部に焼台痕跡が残る。１�３強－（１８．６）（３．５）－甕丹波焼近世後半Ｔ８～Ｅ１１間管路４１

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�５１�５（３．６）１．４　（７．３）小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４２

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡３�７３�７（４．４）１．８　（７．８）小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４３

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡９�１０４�５３．６　１．６　７．９　小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４４

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�３２�５（３．４）１．７　（７．１）小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－－（４．６）１．９　（８．０）小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４６

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�４１�４（４．７）１．８　（８．７）小皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４７

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�６－（１．９）（１１．８）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４８

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�３－（２．３）（１０．７）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８４９

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�８（６．０）２．２　（１１．８）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５０

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�８－（２．７）（１１．３）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５１

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�８１�８（５．６）１．９　（１０．８）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５２

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�８－（１．９）（１１．６）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５３

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�８１�８（６．０）１．８　（１１．１）皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５４

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡細片細片－２．１　－皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－細片－（２．３）－皿土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５６

口縁部の細片。口縁部の内外面を横ナデし丸く肥
厚させておえる。－細片－（２．３）－椀須恵器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５７

受け蓋状の口縁部をもつ鍋の細片である。口縁端
部を上方に折り曲げておえる。－細片－（１．７）（２１．６）鍋土師器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５８

口縁部片。内傾気味の体部をもち、口縁部上端に
面をもつ。口縁下に小さな鍔を持つ。内面に板ナ
デ痕跡。

－細片－（３．９）（１９．１）羽釜瓦質土器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８５９

底部片。内面に暗文が観察される。高台は小さな
もので断面台形。完存－４．２　（０．９）－椀瓦器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８６０

東播磨系須恵器。口縁端部を上方につまむ。－細片－（３．７）（２３．５）鉢須恵器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８６１

東播磨系須恵器。口縁端部を上方につまむ。－細片－（２．６）（２４．２）鉢須恵器１３世紀Ｔ８～Ｅ１１間管路・Ｐ１８６２

肥前系磁器、口縁部を玉縁状に肥厚させる。１�３１�５（５．３）２．６　（１１．２）皿青磁近世後半Ｅ１１桝６３

肥前系磁器、内面口縁部＝四方襷文、天井部＝菊
花文・二重圏線、外面＝図案化した花文体部１�２４．０　（２．８）－蓋染付近世後半Ｅ１１桝６４

肥前系磁器、半筒碗。外面＝格子に×、内面口縁
部＝四方襷文・見込み、コンニャク印判五弁花。完存１�８以下３．６　６．１　（７．２）碗染付近世後半Ｅ１１桝６５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�４－（１．２）（７．８）小皿土師器１３世紀Ｔ７～Ｒ１０桝間管路・３層包含層６６

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�４１�４（１．６）（７．４）小皿土師器１３世紀Ｔ７桝周辺・Ｐ０９６７

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡７�８４�７３．８　１．４　（８．０）小皿土師器１３世紀Ｔ７桝周辺・Ｐ０９６８

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－細片（５．９）１．５　（８．７）小皿土師器１３世紀Ｔ７桝周辺・Ｐ０７６９

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�５（５．２）１．０　（６．８）小皿土師器１３世紀Ｔ７桝・４層上面　Ｐ１０７０

胴部の破片。胴部最大径に小さな鍔を貼り付ける。体部　細片－（５．３）－羽釜瓦質土器１３世紀Ｔ７桝・４層上面　Ｐ１０７１

手づくね皿、外面下半に指頭痕跡を観察する。－細片－（１．８）（１３．８）皿土師器１３世紀Ｔ７桝周辺・Ｐ０９７２

縁帯が肥厚し、内面に段をもつ。－細片－（３．３）（２７．４）擂鉢備前焼近世初頭Ｔ７桝周辺７３

底部片、密な擂目が観察される。８本単位の擂目
が観察され、使用痕跡が顕著。細片（１４．３）（３．４）－擂鉢備前焼１６世紀後半Ｔ７桝周辺・Ｐ０８７４

口縁部の細片。外面に密な磨き痕跡。菊のスタン
プ文。細片１�８－（４．３）（１５．８）火鉢瓦質土器１５～１６世紀Ｔ７桝周辺・Ｐ０７７５

肥前系磁器。内面口縁部＝圏線及び四方襷、外面
天井部＝角福－１�７（４．０）３．５　（９．６）蓋青磁染付近世後半Ｔ７桝・２層７６

肥前系磁器。外面＝桐文、内面＝五弁花のコンニャ
ク印判・二重圏線－１�８－（３．９）（１１．０）碗染付近世後半Ｔ７桝・２層７７

口縁部は端部を上方につまむ。外面、平行叩の後
ミガキ調整。頸部に刺突文頸・体部片１�２－（１５．７）（１８．６）壺弥生／

土師器弥生～古墳Ｔ７桝・５層７８

竜泉窯系蓮弁文椀。体部１�８－（３．４）－碗青磁１３～１４世紀Ｒ１０桝　西側７９

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�３１�３５．２　１．９　（９．６）皿土師器１３～１４世紀Ｒ１０桝・ＳＫ１６８０

湊焼の甕、短い頸部と、肥厚し大きく外反する口
縁部。外面に平行タタキ、内面に指頭痕跡が観察
される。

－１�８以下－（４．５）（３３．８）甕須恵器１５～１６世紀Ｒ１０～Ｅ１０間北管路８１

蛸壺型土器。手づくね成形、外面に指頭痕跡。－１�４－（７．５）（３．８）製塩土器弥生／
土師器弥生～古墳Ｒ１０～Ｅ１０間北管路　黒褐色土層８２

胴部の破片。外面不定方向のハケ目調整。－１�８以下－（５．５）－甕弥生／
土師器弥生～古墳Ｒ１０～Ｅ１０間北管路　黒褐色土層８３



― ―― ―３２

第２８図　土器・陶磁器など出土遺物観察表３

備　　　　考
残存率法　　　量

器種種別時代出 土 地 点№
底部口縁部底径器高口径

底部片。外面タタキ痕跡、内面ハケ目調整。完存４．４　（４．３）－甕弥生／
土師器弥生～古墳Ｒ１０～Ｅ１０間北管路　黒褐色土層８４

肥前系磁器。外面＝唐草文、内面見込＝二重圏線－細片－３．６　（１１．８）碗染付近世後半Ｒ１０～Ｅ１０間北管路８５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕
跡。底部はへそ皿様にやや持ち上がる。１�３（２．８）１．７　（７．２）小皿土師器１４世紀連系１８・暗褐色包含層　貝層（西

側）８６

筒型碗。外面＝文様不明、１�８以下（４．２）（６．１）－碗青磁染付近世後半連系１８・上層　撹乱８７

小さくくの字に折れた頸部から、やや肥厚した口
縁部を持つ。口縁部端部をやや内側につまむ。外
面に平行タタキ。

１�８以下－（４．４）（１８．８）鍋土師器１４世紀Ｅ１０桝８８

内面に粗い磨き調整。退化した器形で低い器高を
もつ。１�３－２．４　（１０．７）椀瓦器１３世紀Ｅ１０桝８９

手づくね皿。丸い底部から内湾気味に立ち上がる
体部を持つ。１�３－（１．６）（７．３）小皿土師器１３世紀Ｅ１０桝・ＳＫ１３９０

底部片、密な擂目が観察される。１�５－（１０．２）（３．６）－擂鉢丹波焼１７世紀後半Ｅ１０桝９１

外面に密な縦ハケ調整。内面に縦ハケが部分的に
観察される。－１�８－（１０．１）－甕弥生／

土師器弥生～古墳Ｅ１０桝・黒褐色砂層・（下層包含層）９２

脚部片、内面に刷毛目痕跡。脚部１�４－－（４．７）－台付鉢弥生／
土師器弥生～古墳Ｅ１０桝・黒褐色砂層・（下層包含層）９３

脚部片、外面にミガキ痕跡。脚部１�３－（９．０）－高坏弥生／
土師器弥生～古墳Ｅ１０桝・黒褐色砂層・（下層包含層）９４

底部片。外開き気味の体部と、小さな底部を持つ。
外面に引くタタキ痕跡。完存４．０　（５．９）－甕弥生／

土師器弥生～古墳Ｅ１０桝・黒褐色砂層・（下層包含層）９５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�４－（２．０）（１０．３）小皿土師器１４世紀Ｅ１０～Ｒ１０′間管路・トレンチ５ｍ
分Ａ－Ａ′・２層　中世包含層９６

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�６－（１．６）（１０．５）小皿土師器１４世紀Ｒ１０′土坑（１層）９７

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�４（５．２）２．０　（１０．２）小皿土師器１４世紀Ｅ１０～Ｒ１０′間管路・トレンチ５ｍ
分Ａ－Ａ′・２層　中世包含層９８

上下に拡張し、縁帯状に肥厚した口縁部を持つ。－１�８以下－（６．６）－擂鉢丹波焼１７世紀後半Ｅ１０～Ｒ１０′間管路・Ｂ′～Ｃ・ＳＫ０４９９

外面ハケ目調整。－１�５－（６．９）（８．４）鉢弥生／
土師器弥生～古墳Ｒ１０′～Ｅ１０間管路・Ｐ１１００

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�８－（２．０）（１０．４）皿土師器１４世紀横断　１１０～１１１・ＳＫ１２１０１

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�４－（２．０）（１１．２）皿土師器１４世紀街渠溝南・ＳＫ０３１０２

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�７－（１．５）（１０．２）皿土師器１４世紀街渠溝南・ＳＫ０３１０３

内面および外面上半手づくね調整－１�４－（１．７）（７．３）皿土師器１４世紀街渠溝南・ＳＫ０３１０４

体部は外反気味で口縁端部を上方に拡張する。－１�８以下－（４．１）（１７．２）鉢須恵器１３世紀横断　１１０～１１１・ＳＸ０５下層１０５

体部上方で小さく屈曲し、口縁端部をとがり気味
に終える。－細片－（３．４）－椀須恵器１３世紀街渠溝南・ＳＫ０６１０６

口縁部を上方向に拡張する。－１�８以下－（２．６）－鉢須恵器１４世紀街渠溝南・撹乱１０７

近世。口縁部を内傾し玉縁状に肥厚させる。口縁
下に区画線を引き擂目境とする。－１�８以下－（４．３）（１８．８）擂鉢丹波焼１７世紀後半街渠溝南・ＳⅩ０２１０８

底部片。脚部－３．７　（２．９）－仏飯具磁器近世後半街渠溝南・ＳＫ０１１０９

内面にかえりを持つ。外面天井部に瓔珞文－１�８以下－（２．５）（１４．６）蓋染付近世後半街渠溝南・ＳＫ０２１１０

肥前系磁器。見込みを蛇の目に釉ハギする。完存－５．３　（３．５）－皿施釉陶器近世後半横断　１１０～１１１・ＳＸ０５（下層）１１１

側面に銘「　」が観察される。－－高　
４．６５　１．８　（１４．３）道具瓦瓦近世後半横断　１１０～１１１・ＳＸ０５（刻印瓦）１１２

道具瓦の破片。刻印有り。１�８以下－高　
（６．６５）（７．７）（７．９）道具瓦瓦近世後半西側道路　照明（２層　黄褐色極

細砂）１１３

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�６（７．６）（１．８）（８．０）小皿土師器１４世紀１トレ（土器包含層）１１４

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡１�２１�５（１．８）１．７　（７．５）小皿土師器１４世紀１トレ（土器包含層）１１５

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－－－（２．７）（１０．４）皿土師器１４世紀４トレ１１６

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡－１�６（５．８）（２．１）（１０．４）皿土師器１４世紀４トレ１１７

内面および外面上半手づくね調整、外面に指頭痕跡。
いわゆる京都系土師器皿。－１�５－（２．５）（１３．７）皿土師器１４世紀５トレ１１８

東播系。口縁部を肥厚させ、端部を上方につまむ。－１�８以下－（４．３）－鉢須恵器１４世紀４トレ１１９

東播系。口縁部を肥厚させ、端部を上方につまむ。－１�８以下－（４．２）－鉢須恵器１４世紀４トレ１２０

稲荷山期の製品、口縁内面に凹線状の沈線をもつ。－１�８以下－（５．８）－甕丹波焼１４世紀４トレ１２１

底部片。底部にトチン痕跡を持つ。１�７－（２３．４）（８．７）－甕丹波焼１４世紀４トレ１２２

肥前系陶器。内面に刷毛目、５つのトチン痕跡を
残す。完存－９．１　（３．０）－皿陶器１７世紀後半３トレ１２３

備　　　　考残存率
法　　　量

器種種別時代出 土 地 点№
底径器高口径

和釘で頭巻釘である。下半が折れ曲がる。完存０．６　０．９　　６．０　釘鉄製品不明Ｅ１０桝Ｆ１

鉄製品観察表
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第２節　近代の煉瓦・タイルなど

　本節では近代の遺物のうち、陶磁器を除く煉瓦・タイル・碍子・ガラスを報告する。

１．煉瓦

　我が国の煉瓦建造物で現存最古の例は明治元（１８６８）年に建てられた、長崎製鉄所の小菅ドック巻き

上機小屋である。また日本の近代化において必要不可欠なものの一つに製鉄があげられる。製鉄には耐

火煉瓦が必要であり、その生産は嘉永３（１８５９）年、佐賀藩が最初とされている。以降、官営や民間企

業の多くの建物、各種構造物等に煉瓦が多用される。これらの煉瓦構造物の多くは建替等により解体さ

れ、付近に投棄されたものも多い。

　当遺跡で出土した煉瓦は建築用煉瓦（赤煉瓦）であり、別表のとおり、調査区Ｒ１０南東の連系１２０．１２１、

Ｔ７西側の撹乱坑や西側歩道橋付近の近代に相当する土層から出土している。調査時は今回報告する点

数以上の出土はみたものの、兵庫県埋蔵文化財調査基準にもとづき、近代遺物で同種規格であることか

ら、刻印を有するもの、形態・製法・焼成が異なる各種の選択的取り上げを行ったものを報告する。

　当遺跡出土における構造物の一端が判る資料は西宮神社の東南に位置する重要文化財西宮神社表大門

（通称：赤門）東方２０ｍ付近のＴ７桝南東１．５ｍおよびＲ１０桝南４ｍにおいてイギリス積みの煉瓦塊が確認

された。

製法と種類

　煉瓦には木製の型枠に人手により粘土素地を押し込めて作る技法「手抜き技法」と機械により素地を

練り出す方法「機械成型技法」などがあるが、当遺跡出土の煉瓦はすべて手抜き技法である。

　手抜き技法による煉瓦は、平面の長辺両側近くに僅かな凹線が残る。その他の面は顕著な調整は見あ

たらず、全体的にナデ調整が伺える。

　形状は長方形の立法体であるが、コーナーのー部に曲面をなすものがある。大きさは長さ２１２～２３８㎜、

幅９８～１１５㎜、厚さ５２～５１㎜に収まる。

　印には、Ｂ２に「ＳＲＫ」山陽煉瓦株式会社、Ｂ３に社印「×」�の岸和田煉瓦株式会社と「二」の責任

印�がある。Ｂ４には「賣」と考えられる印があり�、姫路市の豆腐町遺跡で、明治２１年に開業した旧山

陽鉄道姫路駅構内で煉瓦で構築された機関車用転車台が発掘され、「賣」の刻印された煉瓦も発見されて

いる。Ｂ６・Ｂ７には「一」の責任印がある。

　焼成についてはＢ８は焼成温度が低くオレンジ色を呈するが、他は茶色を呈する。

　これらの煉瓦は規格や製作技法等の特徴から明治時代中頃から昭和３０年代ごろに生産されたものと考

えられる。また街路東側南端寄りのＲ１０南４ｍから出土した煉瓦の塊では目地のモルタルが荒く、丁寧
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第２９図　出土遺物　タイル・煉瓦など１　煉瓦一覧表

備　　　考生産者印など焼成
寸法㎜（　）残存値

成形出　　土　　地報告№
厚さ幅長さ

長方形凹み良５２１０３２２０　手抜きＴ７桝　西側　撹乱Ｂ１

山陽煉瓦㈱ＳＲＫ良６０９８（１０２）手抜きＲ１０南東　連系１２０．１２１ガス管等　
掘方内Ｂ２

岸和田煉瓦㈱「×」「二」印良５９１１５２３０　手抜きＲ１０南東　連系１２０．１２１ガス管等　
掘方内Ｂ３

「賣」印は旧山陽鉄道姫路駅構内転車台に使
用例四角囲み中に「賣」良６４１１５２１２　手抜きＴ７　西側　撹乱坑Ｂ４

コーナー煉瓦良５５１１５２３８　手抜きＴ８南３４ｍ　ＧＬ－６０㎝Ｂ５

「一」印良６０１１１２３５　手抜き西側歩道橋横　外きょ　東側掘削Ｂ６

「一」印良６１１１２２３５　手抜き西側歩道橋横　外きょ　東側掘削Ｂ７

焼成温度低く軟質不良５６１１２（１１４）手抜き西側歩道橋横　外きょ　東側掘削Ｂ８
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第３０図　出土遺物　タイル・煉瓦など２　煉瓦実測図１
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第３１図　出土遺物　タイル・煉瓦など３　煉瓦実測図２
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な仕上げが認められない。この状態の煉瓦は高砂市の旧東照館の煉瓦塀で見られるように、外面は比較

的丁寧な仕上げがなされているのに対して、内面は粗雑な仕上げが見られることから、塀などに用いら

れた一部が投棄されたものかもしれない。その他、一端の隅が局面を示す煉瓦でコーナー煉瓦がみられ

ることから、建物や造築物の局面をなす隅部分に使用されたものと考えられえる。

２．タイル

　当遺跡において出土したタイルは床面に使用された「床タイル」、建造物の内装に使用された「内装タ

イル」、外壁に使用された「外装タイル」、あるいは建造物の各所に使用された「モザイクタイル」等が

出土した。出土箇所は別表のとおり、街路東側のＴ７やＴ８南方付近（西宮神社南大門から東に向かう

旧街道付近）の撹乱坑など、近代に相当する土層から出土している。調査時は７０点程度の出土はあった

が、形態の全容が判明したもの、表面や裏面の文様等が明確な遺物を資料化した。

タイルの種類

　我が国における近代タイルの文様や裏型変遷を工業史として大略的に説明したものに「日本のタイル

工業史」�がある。一方、近代のタイルを含む遺物を埋蔵文化財の対象として兵庫県南あわじ市北阿万伊

賀野の�平焼窯跡�を発掘した。その報告書において考古学的な類型分類、編年がはじめて報告された。

�平焼窯跡から出土した淡陶㈱�製のタイルの素地や成形技法は陶器づくりの素地を用いる「湿式タイ

ル」と、水分が少なく金型を用いて成形する「乾式タイル」に大別される。

　湿式タイルは前述のとおり敷瓦や陶器作りの流れをくむもので、主に明治２０年代から本格的に生産さ

れはじめ、明治後半に最盛期を迎え、その後は数量を減じながらも生産されている。

　乾式タイルの生産は岩石等の粉末を水分が７％程度で練りあげたものを素地とし、表と裏面に金型で

圧縮し成形する。この金型技法が、明治４１年に名古屋の不二見焼と淡路の淡陶により相次ぎ開発され、国内

生産が本格化した。当時のタイル生産技術はイギリスを手本としており、規格は「吋：インチ」、文様は

「ビクトリアン調」にならっている。なお当遺跡からは湿式および乾式タイルはいずれも出土している。

　湿式タイルはＴ１～Ｔ３の３点がある。いずれも街路東側で旧西国街道北側から出土したもので、６

インチ（１５２㎜）正方形、表文様には花文があり、３種釉薬を塗り分けられているところから型紙技法が

用いられたと考えられる。また裏面調整はクシガキ７本単位による格子状の剥落防止の調整がある。素

地はやや黄色味がかった白色系土を使用しており、規模・形態・調整は淡陶の湿式タイルと酷似する

（第３２図参照）。しかし淡陶の湿式タイルの出土品や現存品には型紙刷りと考えられる文様の施文手法は

みられず、このタイルの生産者は特定できない。Ｔ３の裏面や側面には使用状態を表すモルタルが付着

しており、二寸ばかりの間隔をおいて貼られていたことが判る。またタイル四方の側面は表面方向から

の一瞬の加圧による剥離が見られることから、下駄等が勢いよく当たったため、剥離に至ったことが想

像される。したがってこのタイルは間隔を

空けず床一面に敷き詰められたというより

は、庭先や通路などで一定間隔をおいて貼

られた床タイルと考えられる。

　乾式タイルはＴ４～４２の３９点がある。Ｔ

４～２７は内装白無地タイル、Ｔ２８～３８は外

装タイル、Ｔ３９～４２は各所に使用されたモ

３６

第３２図　タイル・煉瓦など４　湿式タイル断面拡大写真

西宮神社社頭遺跡　Ｔ２ �平焼窯跡　Ｔ９
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第３３図　出土遺物　タイル・煉瓦など５　タイル一覧表

３７

そ　の　他生産者
裏面

表色
表面寸法㎜（　）残存値

形態
形状

成形出　　土　　地報告№
裏・印など表種別規模㎜規格（インチ）

周縁に加圧剥離多数あり
床面タイルとして使用。不明クシガキ７条は淡陶

湿式タイルに酷似
緑・茶・
黄草花文（１４９×１４９）×１４正方形６″�×６″�湿式Ｔ１

周縁に加圧剥離多数あり
床面タイルとして使用。不明クシガキ７条は淡陶

湿式タイルに酷似
緑・茶・
黄草花文（１３５×７５）×１６正方形６″�×６″�湿式Ｔ２

周縁に加圧剥離多数あり
床面タイルとして使用。不明クシガキ７条は淡陶

湿式タイルに酷似
緑・茶・
黄草花文（１４８×１４８）×１６正方形６″�×６″�湿式Ｔ７桝西側撹乱Ｔ３

大阪窯業「�����□」白無地（８４×８２）×１０．５正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２４ｍ現代　下水掘方暗
褐色土Ｔ４

大阪窯業「�����□」白無地（６７×６５）×９正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ５

大阪窯業「�����□」白無地（８１×４３）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南３０ｍ　雨水掘方　Ｇ．
Ｌ．－８０付近Ｔ６

大阪窯業「���□」白無地（６８×９２）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ７
大阪窯業「□����□」白無地（４０×３６）×９正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２７～３０ｍ　下水掘方Ｔ８

大阪窯業「□���」白無地（４８×４８）×９．５正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南３０ｍ　雨水掘方　Ｇ．
Ｌ．－８０付近Ｔ９

大阪窯業「�□」白無地（８１×３４）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ１０
大阪窯業？白無地（６２×５５）×９正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ１１
大阪窯業「�������□」白無地（８６×８０）×９正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ１２

大阪窯業「□�������」白無地（８５×４８）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２５ｍ　東への引込１２２　Ｇ．
Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２　暗赤褐Ｔ１３

大阪窯業「□�����□」白無地（４５×５５）×９正方形６″�×６″�乾式Ｅ１１桝　２層　灰黄粗砂　撹乱Ｔ１４
大阪窯業「□���」白無地（４５×６１）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２７～３０ｍ　下水掘方Ｔ１５

大正～昭和初期？カタ
ログ９版に類似（ダン
トー所蔵）

佐 治 タ イ
ル？・佐藤
タイル？

四角区画白無地（３６×５３）×１０正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２７～３０ｍ　下水掘方Ｔ１６

昭和１０～２０年代不二見焼？縦横区画、中央に印
（シャチ？）白無地（６０×８２）×６正方形６″�×６″�乾式Ｅ１１桝　２層　灰黄粗砂　撹乱Ｔ１７

不明縦横区画。民平報告
Ｅ２・Ｅ３類似白無地（８８×５４）×８正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２５ｍ　東への引込１２２　Ｇ．

Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２　暗赤褐Ｔ１８

不明凹四角、隅切三角白無地（６３×６８）×８．５不明不明乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ１９
淡陶淡陶裏型Ｆ類白無地（４０×５０）×９．５正方形６″�×６″�乾式Ｅ１１桝　２層　灰黄粗砂　撹乱Ｔ２０
淡陶の可能
性も？

横凸帯。淡陶Ｂ１２途
切れ類似白無地（５２×４３）×６不明４．３″�×４．３″�？乾式Ｔ８桝　連系１２６　表土直下

撹乱内Ｔ２１

不明凹４条、凸３条白無地７５×（６０）×８不明３″�×？乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ２２

大阪窯業
縦横区画内細線
「�����������□�
社印��������□」

白無地（９９×１１０）×８正方形６″�×６″�乾式Ｔ７桝　東側撹乱Ｔ２３

昭和１０年代淡陶◇ＤＫ淡陶６″�Ｇ型式白無地（８６×８６．５）×８正方形６″�×６″�乾式Ｔ８南２５ｍ　東への引込１２２　Ｇ．
Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２　暗赤褐Ｔ２４

淡陶？細横線＋印？白無地（３３×２７）×６正方形不明乾式Ｔ８南２５ｍ　東への引込１２２　Ｇ．
Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２　暗赤褐Ｔ２５

淡陶？横凹線（淡陶Ｇ系？）白無地（４４×４５）×７不明不明乾式Ｔ８南２５ｍ　東への引込１２２　Ｇ．
Ｌ．－４０㎝　５ＹＲ３�２　暗赤褐Ｔ２６

雑司ヶ谷出土日本タイ
ル工業・流遺跡出土淡
陶に類似

淡陶？・日本
タイル工業？横細線白無地（５０×４０）×７正方形６″�×６″�乾式Ｔ８桝　連系１２６　表土直下

撹乱内Ｔ２７

不明平坦青緑微細な
凹凸６２×（４９）×１６長方形二丁掛？乾式Ｔ８南２７～３０ｍ　下水掘方　Ｔ２８

日の出？凸横線４条。朝日印
「日の出」文字青緑微細な

凹凸２２６×６１×１３長方形二丁掛乾式Ｔ８南２４ｍ現代　下水掘方　
暗褐色土Ｔ２９

不明凸横線５条白無地６２×（７０）×１２長方形６″×３″？乾式Ｔ８南３０ｍ　雨水掘方　Ｇ．
Ｌ．－８０付近Ｔ３０

不明横凸帯茶褐擬石（６８×４４）×１０長方形？６″×３″？乾式？Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ３１

不明凸横線５条薄茶ま
だら線状６２×（４８）×１０長方形？二丁掛？乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ３２

不明凸横線２条茶線状６１×（４６）×１２長方形？二丁掛？乾式Ｒ１０桝　南側　掘方内Ｔ３３

２丁掛・Ｔ８と同一文
様。同上不明凸横線２条茶系方形凹凸６１×（６３）×１０長方形二丁掛乾式Ｒ１０南５ｍ　ヒューム管掘方内Ｔ３４

２丁掛・Ｔ９と同一文
様。戦後？生産、雑司ヶ
谷ゾウエイＬ区Ｋ－２０
－１と表面文様同一。
裏凸４条

不明凸横線２条茶系方形凹凸６１×（９１）×１０長方形二丁掛乾式Ｒ１０南５ｍ　ヒューム管掘方内Ｔ３５

不明横凸帯３条灰褐擬石５９×（６０）×１０長方形？二丁掛？乾式？Ｔ８ 南１７～２４ｍ　Ｇ．Ｌ．－６５
㎝褐灰粗砂Ｔ３６

不明横凸帯３条灰褐擬石６０×（３３）×９．５長方形？二丁掛？乾式？Ｔ８ 南１７～２４ｍ　Ｇ．Ｌ．－６５
㎝褐灰粗砂Ｔ３７

不明横凸帯３条クリー
ム色

擬石（モル
タル付着）６２×（４８）×１１．５長方形？二丁掛？乾式？Ｔ８ 南１７～２４ｍ　Ｇ．Ｌ．－６５

㎝褐灰粗砂Ｔ３８

表２次焼成？。一方
カットして使用不二見焼？四角凸帯内数字？印白無地５５×（３１）×６長方形６″×６″ を小

口に改変？乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ３９

不明平滑青凸（４０×２８）×４正方形？不明乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ４０

磁器質不明横凸帯３条乳白無地２５×２５×４．５正方形モ
ザイク１″×１″�乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ４１

不明平滑白無地４０×（９０）×９．５竹割り６″？×１．６″ 乾式Ｔ８南２４～２７ｍ　下水掘方Ｔ４２
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第３４図　出土遺物　タイル・煉瓦など６　タイル実測図１
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第３５図　出土遺物　タイル・煉瓦など７　タイル実測図２
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第３６図　出土遺物　タイル・煉瓦など８　タイル実測図３
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ザイクタイルや役物タイルである。

　Ｔ４～１５は６インチ正方形の白無地タイルで、裏面の上段には「�����������」下段には「�����

��������」のアルファベットが見えることから大阪窯業㈱�の製品と判明した。ただし裏面中央部は出

土しておらず社印の有無等は不明である。なお裏面文様構成は淡陶裏型Ｃタイプと似るほか、神山陶器

�など当時多数存在した日本のタイル生産各社が同類の裏型文様を大正時代中頃～後半頃に使用してい

た。大阪窯業がタイル生産を開始したのは大正１０年であることからこのタイプの裏型を持つタイルの時

期は大正時代後半ごろと考えられる。Ｔ１６は６インチ正方形のタイル周縁に近い部分であり、佐治タイ

ルか佐藤タイルの裏型と同様であるが中央の社印部分が不明であることから、いずれの生産者であるの

かは断定できない。なお両社のカタログの一部が保存されており、その使用年代から本製品は昭和時代

初期ごろの生産品と考えられる。Ｔ１７は社印の一部と考えられる凸部が残る。外周の５㎜幅の枠が一段

薄くなり、幅１８㎜の方形区画、中央部の２段に区画された中に文字或いは文様の一部がある。またＴ３９

は外周が５㎜が薄くなっており、２０㎜の間隔をおいて１７㎜の方形区画がある。この区画の中心に円形の

皿状の凹みがあり、数字状の文様が残る。Ｔ１７の裏型にみえる二段の方形区画には「シャチ」マークが

向かい合い、その尾の一部に「���������	」の文字の一部が残る部分と考えられる。これらから不

二見焼�タイルの裏型で四隅の方形区画内に円形凹みがみとめられることからこの部分に相当するもの

と考えられる。このタイプの裏型を使用したタイルはシンガポールのプラナカン（���������）文化�の

建造物にも使用されている。Ｔ３９は残存部中心付近に印はあるが社印ではなく、四隅に刻まれた生産ラ

イン番号等の符号であると考えられる。なお外縁の一段薄くなるタイルの生産時期は昭和１０年頃と考え

られる。Ｔ１８は淡陶裏型Ｅ２に類似するが、凸帯の幅に違いがあり、生産者は限定できない。淡陶の編

年を参考にすれば、外縁が一段薄くなる手法から昭和初期ごろの可能性がある。Ｔ１９は裏面に長方形の

凹部区画があり、隅は焼き締め効果を上げるために薄く仕上げたものである。生産者は不明である。Ｔ

２０は淡陶の裏型Ｆ類の一部で６インチ正方形である。Ｔ２１は４．３インチ正方形と考えられ、裏型は淡陶Ｂ

１２に類似する。Ｔ２２は３インチ正方形の可能性はあるが、生産者は不明である。Ｔ２３は社印が「○」と

「三方に伸びる線」を組み合わせたマークがあり、社名は「�����������」と「�������」が確認で

きることから大阪窯業の製品であることが判明した。なお方形区画内に細線があることから昭和１０年以

降の製品と考えられる�。Ｔ２４は淡陶裏型Ｇ１であり、外周は縁辺に向かって薄くなる。昭和１０年から戦

後のものと考えられる。Ｔ２５～２７は外周縁辺にかけて薄くなり、その内側は細線で構成され、淡陶の製

品に似る。昭和１０年から戦後までのものと考えられる。

　Ｔ２８～３８は外装タイルである。Ｔ２８～２９は緑色の凹部文様の二丁掛タイル�である。Ｔ２９の裏面には５

条の凸部と４条の凹部があり、中央に「朝日印と下に日の出」の文字がみられるが、現段階では生産者

は不明である。なお青緑色系の発色は昭和初期に生産されたものと考えられる。Ｔ３２～３３は二丁掛の線

状タイル�である。Ｔ３２は直線的な筋があり、線状タイルである。Ｔ３３は太い線条を押し引いた文様が見

られる。主に昭和１０年代に流行したものである。Ｔ３４～３５は方形凹凸が配置された二丁掛タイルである。

これらは同型のもので、生産者を記す社印等はない。出土例としては東京都豊島区雑司が谷遺跡�、使

用例は神戸市中央区元町の松尾ビル、大阪市淀川区西三国３丁目の集合住宅門柱、台北市迪化街や康定

路などのビル外壁や柱に見られる。使用時期の明確なものとして松尾ビルは大正１４年に竣工しているが、

昭和３０年の増築部に使用されている。西三国の集合住宅は昭和８年、台湾の資料については北投タイル

で生産されていた可能性があり、昭和戦前から戦後（昭和３０年ごろ）にかけての生産品と考えられる�。



― ―４２

Ｔ３６～３８は褐色地に灰色の斑点を施し、花崗岩を模した「擬石タイル」である。主に外壁に使用された

ものと考えられる。ビル等への使用年代から大正末～昭和初期に生産された可能性がある。Ｔ４０～４１は

モザイクタイルである。Ｔ４０は表面が大きく凸部をなし、青色を呈する。昭和戦前から戦後にかけて生

産されたものか。Ｔ４１は乳白色を呈するモザイクタイルである。戦後の生産か。Ｔ４２は白無地の竹割り

状で内面に施釉されていることから、この面を見せるように仕上げられている。主に大正時代～昭和戦

前にかけて生産されたと考えられる。

裏型（第３７・３８図参照）

　裏型の全容としてタイル裏面に残る社印については、裏型の特定ができて社名等が明確なものは、「大

阪窯業・淡陶・佐

治タイル或いは佐

藤タイルがあり、

推測されるものと

して不二見焼があ

る。その他に日の

出印が社名であれ

ばこれらに追加す

ることができる。

　大阪窯業のタイ

ルには二種類あ

り、Ｔ４～Ｔ１５は

アルファベットで

「上 段 に������

�����　下段に

��������	�
��」

が浮き彫りされて

いる。裏型の型式

は不二見焼にも見

られるもので、大

正時代後半のタイ

ルと考えられる。

Ｔ２３は四角の区画

Ｔ４～Ｔ１５（大阪窯業）Ｔ４～Ｔ１５（大阪窯業） Ｔ２３（大阪窯業）
社印等

Ｔ２３（大阪窯業）
社印等

Ｔ２４（淡陶）Ｔ２４（淡陶） Ｔ２９（日の出）Ｔ２９（日の出）

Ｔ３４・３５
表文様全容
Ｔ３４・３５
表文様全容

Ｔ１７・３９（不二見焼）Ｔ１７・３９（不二見焼）

Ｔ４～１５（大阪窯業）Ｔ４～１５（大阪窯業） Ｔ２３（大阪窯業）Ｔ２３（大阪窯業） Ｔ１６（佐治タイル或は佐藤タイル）Ｔ１６（佐治タイル或は佐藤タイル）

Ｔ２０（淡陶）Ｔ２０（淡陶） Ｔ２４（淡陶）
裏型全容
Ｔ２４（淡陶）
裏型全容

Ｔ２１（淡陶？）Ｔ２１（淡陶？）

第３８図　出土遺物　タイル・煉瓦など１０　タイルの表文様及び裏型の全容

第３７図　出土遺物　タイル・煉瓦など９　タイル裏面の社印等集成図
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内に細かな凹凸線があり、中央区画に「○」と三方に向かって伸びる線を組み合わせた社印を示し、

「�����������」の文字が見えるものである。このマークは四角の区画内に細かな線が入るものは昭

和１０年頃から見られる。大阪窯業についてはタイル生産は大正時代１０年に京都府向日町の工場にて生産

された記録はあるが、製品の実態は不明であった。今回発掘された大正時代後半と昭和１０年代の資料と

考えられる資料のほか、赤穂市田淵氏邸の炭小屋に収蔵されているタイルの中に大阪窯業の小口タイル

がある。社印が明確で、厚さが６㎜と薄いことから昭和戦前の製品と考えられる�。大阪窯業は煉瓦生

産の大手企業として社印も知られているが、タイル製品については不明な状態であった。今回の資料は

今後の近代遺物の時代の指標となろう。

　佐治タイル或いは佐藤タイルの資料は昭和時代初期と考えられるカタログ�に掲載されているものと

同型である。幅１５㎜程度の凸線が方形に配置され、中央部に社印が施される。この資料は中央部が欠損

するため社名は判読できないが、これまでの裏型調査においては前述の２社が想定できる。なお両社の

裏型変遷についてはこの型以外の型式は不明である。

　淡陶の製品と判明した資料の内、Ｔ２０は�平焼窯跡の出土遺物にあり、裏型Ｆ類である。中央の社印

は欠損しているが、方形の凸部が配置されており昭和時代初期から戦前にかけて生産されたものであ

る。Ｔ２４は同報告のＧ類にあたり、昭和１０年頃から戦後にかけて生産されたと考えられる。Ｔ２５やＴ２６は

同系統の細線が見られるが、細片のため断定できなかった。

　タイルの変遷は主に裏型の型式分類によりその変遷を追うことが可能である。

　これらの中で、もっとも古いのは湿式タイルＴ１～３である。裏面のクシガキ調整は明治時代後半頃

のものと考えられる。乾式タイルは生産初期に当たる明治時代末から大正時代前期のものは見あたらな

いが、大正時代後半と考えられるものには大阪窯業の資料がある。大きな文様の流れとしては淡陶や淡

路製陶、不二見焼のものと似る。いずれも上部に「社名」、中央に「社印」、下部に「��������	�
��」

の配列が見られ、アルファベット表記は輸出を意識した製品である。この時期は四方の隅部の三角形部

分を薄く仕上げる手法は見られない時期である。

　続く時期は昭和時代初期の資料であり、淡陶のＦタイプの裏型の存在から判る。また佐治タイル又は

佐藤タイルもこの時期であろう。なおこの時期は我が国のタイルメーカーは数十社におよぶ窯業の隆盛

期であり裏型が多様化される時期にもあたる。

　昭和１０年代の資料として細線による裏型をもつ淡陶を代表とするものがある。その他の特徴として裏

側全体に白色系の釉薬の痕跡があり、厚さが薄くなっていることから判る。

３．碍子

　当遺跡で出土した碍子は４点があり、電力線等の通電遮断のための磁器製絶縁体である�。別表のと

おり、街路の東方Ｔ８から南２４ｍ付近の下水管堀方から集中して出土した。

　Ｉ１は茶台碍子と考えられる。直径９０㎜、残存高５０㎜で、光沢のある白色系の磁器質である。外形はす

ぼまった上部から、下方にかけて傘型に広がり下端は欠損する。中心部分には１０㎜の孔が貫通する。全

体形状は上方に傘型のものがもう一つあり全長は９０㎜程度の中型のものであろう。茶台碍子は通常高圧

配電線の引留用の絶縁部に用いられる。時期は同時に出土した遺物等から昭和３０年以前のものと考えら

れる。

　Ｉ２はノップ碍子と考えられる。直径３１㎜、残存高２５㎜、白色で磁器質である。全体は筒状を呈し、外
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　Ｉ４はクリート碍子である。復元長８４㎜の棒状を呈し、断面は長方形を呈する。上面両端付近に電線を

通すための凹みがあり、中心寄り２カ所に止め穴がある。一般家屋や小規模建築の内部配線で２つ一組

で、溝に電線をはさんで配線し断縁固定支持台として使用する器具である。同時に出土した遺物等から

昭和３０年以前のものと考えられる。

４．ガラス

　当遺跡で出土したガラス製品としては瓶１点が、Ｔ８南３０ｍの水道管堀方から出土した。

　Ｇ１は口径２５㎜、残存長６０㎜で胴体以下が欠損する液体瓶である。ガラスは若干白濁しており、内部

には気泡が若干入ることから透明感に欠ける。口縁部外側には王冠を被せるための突起があり、口縁内

面の上方にはガラスの凸部がみとめられ、中央部に合わせ目があることを考慮すれば、合わせ技法によ

り成型された痕跡であると考えられる。この製法は近代全般にわたり用いられたものである。形態から

主に昭和戦前から３０年代を中心に生産されたものと考えられる。

５．遺物からみる近代の西宮神社周辺

　西宮神社の南東に位置する重要文化財西宮神社表大門（通称：赤門）東方には西国街道が延びており、

神社創建以来、商家や集落等が立ち並んでいたと考えられる。これらの集落は現代に至るまで継続して

存在しており、各時代の文献等でも確認することができる。ただし近代の当地域の建物についいて詳細

に記載されたものはなく、今回出土した遺物が往時の建物の外壁等の一端を忍ぶものと考えられる。

　出土した遺物の多くは近現代の埋設管敷設による堀方部分からのもので、遺構や純粋な包含層ではな

い。しかし埋め戻し材料には近隣の土砂等が一般的に用いられたと考えられることから、遺物は周辺の

第３９図　出土遺物　タイル・煉瓦など１１　碍子・ガラス実測図

００ １０㎝１０㎝

Ｉ１Ｉ１

Ｉ２Ｉ２
Ｉ３Ｉ３

Ｉ４Ｉ４
Ｇ１Ｇ１

規模㎜質形態出　　土　　地名称報告№
径９０×ｈ（５０）磁器質ラッパ状Ｔ８南２４～２７ｍ�下水掘方茶台碍子Ｉ１
径３１×ｈ＝（２５）磁器質筒状Ｔ８南２４～２７ｍ�下水掘方ノップ碍子Ｉ２
径３４×ｈ＝（２５）磁器質筒状Ｔ８南２４～２７ｍ�下水掘方ノップ碍子Ｉ３

（６８）×１８×１２磁器質棒状Ｔ８ 南３４．５～３８．５ｍ　Ｇ．
Ｌ．－６０㎝クリート碍子Ｉ４

第４０図　出土遺物　タイル・煉瓦など１２　碍子一覧表

生産者表色規模㎜成形形態出　　土　　地報告№

不明透明ｈ＝６０
口径２５

合わせ製法、
内側に凸部ボトル口部Ｔ８南３０ｍ　雨水掘

方Ｇ．Ｌ．－８０付近Ｇ１

第４１図　出土遺物　タイル・煉瓦など１３　ガラス一覧表

面上部に近い部分で幅８㎜の凹部が巡る。上部内

面はすり鉢状に凹み、中央には８㎜の穿孔がある。

この種の碍子は電気絶縁させるため、天井などに

配線をする時にコードをむき出しにして固定する

部分に使用された物であろう。Ｉ３もノップ碍子の

下端と考えられる。下端内側は２６㎜程度凹み、中

央に５㎜の孔が貫通する。同時に出土した遺物等

から昭和３０年以前のものと考えられる。
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Ｔ１Ｔ１

１９００１９００

西暦西暦時代時代

大阪窯業大阪窯業 淡陶淡陶 佐治・佐藤佐治・佐藤 不二見焼不二見焼 不明不明

外装・床・モザイクタイル（表・裏）外装・床・モザイクタイル（表・裏） 内装タイル（裏）内装タイル（裏）

１９１０１９１０

１９２０１９２０

１９３０１９３０

１９４０１９４０

１９５０１９５０

１９６０１９６０

１９７０１９７０
スケール１／８スケール１／８

Ｔ３８Ｔ３８ Ｔ３２Ｔ３２

Ｔ４～１５Ｔ４～１５

Ｔ２９Ｔ２９

Ｔ３３Ｔ３３ Ｔ３６Ｔ３６

Ｔ３４・３５Ｔ３４・３５

Ｔ４０Ｔ４０ Ｔ４１Ｔ４１

Ｔ２０Ｔ２０

Ｔ１６Ｔ１６ Ｔ１８Ｔ１８

Ｔ１９Ｔ１９

Ｔ１７・３９Ｔ１７・３９

Ｔ２１Ｔ２１

Ｔ２４Ｔ２４Ｔ２３Ｔ２３

明
　
　
治

大
　
　
正

昭
　
　
和（
戦
前
）

昭
　
　
和（
戦
後
）

第４２図　出土遺物　タイル・煉瓦など１４　タイル消長表
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建物等の状況を示すものと考えられる。

　なお今回の調査では東側の調査区での出土遺物が多数を占めている。これは街路西側にあたる西宮神

社の東辺は重要文化財の表大門やそれにとりつく重要文化財の大練塀が中世以来存在していることか

ら、当然、西側には存在せず、遺物も極端に少ない。これに対して街路東側は近代の遺物が多く見られ

ることからも集落が展開していたことが判る。

　また煉瓦は構造物の一端を示す塊で出土しているが、鉄筋やコンクリート等とは一体化しておらず、

しかも塊の一面は目地がはみ出すなど仕上げは雑なため、個人住宅に伴う花壇や塀などに使用されたも

のと考えられる。

　タイルには床タイル、外壁タイル、内装タイル等がある。床タイルは庭園の通路等に飛び石状に配さ

れることもある。外壁タイルには大正時代から昭和初期に流行ったものが含まれており、付近のビルに

使用されていた可能性がある。また白色無地の内装タイルはビルや一般家屋にも使用されることから、

それらの建造物に使用されたものかも知れない。また未検出であった湿式タイルや全容が不明であった

大阪窯業の乾式タイル裏型の二例が判明するなど、今後の近代遺跡や近代化遺産の時期決定等に有効な

資料になると考えられる。

（参考文献）
日本のタイル文化編集委員会編．１９７６．『日本のタイル文化』淡陶株式会社
柿田富蔵ほか．１９９１．『日本のタイル工業史』株式会社ＩＮＡＸ
山本正之ほか．１９８３．『日本のタイル』ＩＮＡＸ出版
世界のタイル博物館編．２０００．『世界のタイル・日本のタイル』ＩＮＡＸ出版
堀込憲二ほか．２００３．『流光凝煉方寸間』臺湾與荷蘭老磁磚展．　臺北縣鴬歌陶瓷博物館
佐藤一信ほか．２００４．『ゴッドフリート・ワグネルと万国博覧会』愛知県陶磁資料館
酒井一光．２００６．『窓から読みとく近代建築』学芸出版社

（註）
１　「×」は大阪窯業㈱創業者の山岡尹方がキリスト教徒であったことからセント・アンドリュー・クロスから用いたもの）
２　責任印は作業者が仕事を行った証を印に記す行為として押印したと考えられる。
３　「賣」の判読や類例については兵庫県立考古博物館長濱誠司の教示による。
４　柿田富蔵ほか「日本のタイル工業史」ＩＮＡＸ出版　１９９５
５　�平焼窯跡は南淡路広域農道事業により発見され、兵庫県教育委員会が平成１５（２００３）年、江戸時代から近代にわた

る窯跡の作業場や物原を発掘調査した。我が国でも希少な近代を中心とした窯業資料である。�平焼は淡路島の南、
伊賀野の庄屋に生まれた賀集�平が文政年元年（１８１８）に京都の陶工、尾形周平に師事し、�平焼（淡路焼）を創業
した。以来、多種多様な造形や釉薬技法により阿波藩の国焼きとして全国に珍重された。また、明治１８年（１８８５）地
元有力者が�平焼の後を継ぎ、淡陶社を設立し陶磁器・工芸品等を生産した。

６　淡陶株式会社は商法改正により明治２６年（１８９３）に株式会社として組織され、国内外向け和洋陶磁器・工芸品・タイ
ル等を生産した。この頃には湿式タイル（陶板・本業敷瓦）も製作したとされる。江戸時代以来培った焼成・釉薬・
型などの技法をタイル作りに遺憾なく発揮し、明治４１年には乾式タイル製法に成功し、大正・昭和とタイル生産をリー
ドしてきた。日本のタイルはイギリスのタイルに比べて見劣りしない品質と価格を武器に、アジアをはじめ、全世界
に輸出され、建物の外装や内装に多用された。淡陶は昭和５０年「ダントー株式会社」に名称変更し、現在も伝統ある
タイルメーカーとして生産が続けられている。

７　大阪窯業㈱は明治２７年京都府向日町で設立された。主に赤煉瓦を生産し、大正６年には愛知県の平坂煉瓦㈱を買収し、
普通煉瓦、貼付煉瓦、テラコッタを製造した。大正１０年から向日町の工場でタイルを生産した。

８　神山陶器は戦前、大阪市南区大和町に本店を構え、三重県佐那具町にて工場を設けて硬質陶器やタイルを生産した。
タイル裏面の社印は三つ葉のクローバである。

９　不二見焼は村瀬美香と村瀬亮吉が明治１２年に食器製造を開始し、明治４１年に不二見焼�を設立し、同年に我が国最初
の乾式タイルの製法に成功した。

１０　プラナカン（Ｐｅｒａｎａｋａｎ）文化は現在のシンガポール・マレーシアのマラッカ・ペナンにおいて１５世紀以降、中国と
マレー半島の人々により育まれた融合文化である。近代のプラナカン文化の建造物には英国などのヨーロッパや日本
製タイルが多数使用されている。

１１　日本のタイル工業史や台湾鶯歌陶瓷博物館の『台灣與荷蘭老磁磚展』図録に細線のタイルが紹介されている。
１２　二丁掛タイルの規格は長さ２２７㎜、幅６０㎜煉瓦の小口の大きさが二つ分であることから二丁掛と呼ばれている。
１３　スクラッチタイルは金属線でタイル素地を引っ掻いて密な線を模様としたもの。この引っ掻き傷を模し金型で成形し

線状の文様を付けた物を線状タイルと仮称する。
１４　雑司ヶ谷遺跡では近代の遺物としてタイル等が多数出土した。実見にあたっては両角まり氏に配慮を賜った。
１５　台湾中原大学建築学系堀込憲二先生、大阪歴史博物館学芸員酒井一光氏にご教示いただいた。
１６　田淵新太良氏、赤穂市教育委員会に協力いただいた。
１７　岐阜県多治見市の丸栄㈱に所蔵される「SAJI TILE Catalogue　第９版などにある。実見にあたっては加藤英二氏に配慮

を賜った。
１８　碍子の名称、用途、時期等については日本ネットワークサポート㈱（旧大阪陶業）三浦章弘・笹岡毅志・中後浩一郎・

喜多守幸、㈱奈良サンテック西本雅人の諸氏にご教示を得た。
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第５章　まとめ

　本項では時代ごとに調査成果をまとめると共に、昭和５４年度調査の成果との比較を行いながら若干の

検討を行いたい。検出された遺跡の時期を列記すると、①弥生時代後期～古墳時代初頭、②１３世紀後半

～１４世紀前半頃、③１５・１６世紀頃、④江戸時代後半、⑤近代などが挙げられる。

　

１．弥生時代後期～古墳時代初頭

　この時期の成果としては土器群の出土がある。昭和５４年度調査などの既往調査の成果も合わせ、周辺

に当該期の海浜集落が立地した可能性が一層高まった。また、これらのうちＥ１０桝断面ａ－ａ′周辺の５・

５′層（黒褐色砂層）から出土した遺物群の存在は下層包含層の存在を疑わせるものであった。同層に併

行する可能性のあるものとして北側のＥ１１桝・Ｔ７桝・Ｒ１０桝の６層が考えられるが、今回はＥ１０桝地点

以外からは遺物の出土は認められなかった。

２．１３世紀後半～１４世紀前半頃

　この時期については西宮神社東側歩道の広い範囲（西宮港線）で１３世紀後半～１４世紀前半を中心とす

る遺構面が確認され、西宮港線周辺における南北方向の遺跡の広がりが明確になった。つまり、昭和５４

年度調査で本遺跡は神社境内および東側に形成された砂堆上に立地するとされたとおり、今回の調査に

おいても表大門東側を頂点に北側約３０～４０ｍほどの範囲まで遺構面が確認されている。このことから遺

跡の立地と砂堆地形が密接な関係にあることが改めて検証された。

　西宮神社境内の南側には「市庭」の地名が存在し、この市が中世の西宮の町形成にとって大きな役割

を果たしたといわれているが、昭和５４年度の調査および今回の調査地はこの市庭の隣接地に当たる。昭

和５４年度の調査によれば出土層位は撹乱を受け上下の時間的な差は追えないが、遺物個々の年代は前述

の弥生時代後期～古墳時代初頭を始めとして、１２～１４世紀前後、中世後半段階の各時期のものがあると

いう。さらに中世前半の１２～１４世紀段階のものには中国産の褐釉陶器・磁器や瓦質土器の火鉢、瓦器椀・

皿・須恵器椀・鉢・甕など、量とともに器種組成の点でも豊富なものが認められる。また、土師器皿に

ついても１２～１４世紀という長期に及ぶことから多くの形式のものが含まれている。このように市庭に隣

接する周辺では量・器種組成の上でも今回の調査成果を上回る内容が認められた。これらの成果からする

とこの周辺が経済拠点であると考えても差支えはないであろう。これに比べると今回の調査地点はこの

外縁部にあるもので、遺物の組成が単純であることや、時期的に前者より後出である点があげられ、市庭

の東側において１３世紀後半に町場が拡大することに伴って発展した場所とみることができそうである。

　以上から、１２世紀に西宮神社南側の市庭において町屋が形成され、１３世紀後半ごろから砂堆地形に

沿って町屋が東側に拡大していったのではないかと推定しておきたい。そして、少なくとも１４世紀前半

までは市庭周辺が西宮の町の中心核となったといえそうである。

　なお、Ｒ１０～Ｅ１０間北管路のＲ１０桝南９ｍ地点（ＳＫ１５周辺）において、中世包含層とされる第５層黒

褐色土層から検出された試料２点について、ＡＭＳ法による放射性炭素年代測定を行った。この結果試料

１からは１４世紀前半～１５世紀前半、試料２（フネガイ科の貝）からは１３世紀末～１５世紀初頭の年代をえ

ることができた。これによって当該地周辺の開発が１３～１４世紀頃から始まったという調査成果を、科学
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的にも検証できることがわかった。

３．中世後半（１５・１６世紀）

　この時期は遺物が出土したのみである。上層の地形改変や土地利用の問題なども加えつつ検討しなけ

ればならないが、現段階の情報では詳細を明らかにすることは困難である。

　

４．江戸時代後半

　この時期は北側Ｔ８～Ｅ１０間管路を中心に多くの陶磁器が出土した。これらの遺物群は砂堆北側の斜

面地に投棄されたものと考えられる。

　１８世紀初頭の江戸中期の「西宮町濱地圖」（貞享元年・吉井良秀「老の思い出」付図）によれば本町筋

の北側は２区画まで町屋が描かれ、その背後は耕作地となっている。ただし街路は本町筋と北側の馬場

町の通りが本町筋に並行して通るのみである。このため、町は本町筋と北側の馬場町の通りに面する２

本の通りの範囲までと考えられる。ただし、馬場町では通りに空白地が多く、屋敷の裏地の幅も狭いよ

うである。本町通りに比べると立地の影響もあるためか閑散とした印象となっている。

　ただ、町屋が広がる範囲は今回の調査地の北側にまで及んでおり、砂堆北側の斜面を越えて、後背地

まで広がる。おそらく北側の通りは本町筋の町屋に比べて悪条件であり、屋敷地も小区画であったと推

測されるので、本町筋に比べると後発の町であったのだろう。陶磁器の廃棄状況も砂堆北斜面から南側

に多くの遺物が集中する傾向があり、２つの通りの間では町屋に格差が見られたと考えられる。このた

め投棄された陶磁器の廃棄の主体は本町通りの屋敷地と推定される。

　一方、出土した遺物は日常雑器に限られており、ここからはごく平均的な町屋の姿が垣間見えるのみ

である。ただ、今回の資料はごく限られた地点の遺物群であるので、本町の町屋の具体的な様相につい

ての検討は資料の蓄積を待つことにしたい。

　

５．近代

　この時期はタイル・煉瓦・碍子・ガラスなどについて特に詳述した。それによれば西宮の町にも明治

末頃から、近代建築の潮流が見られたようである。

　煉瓦はすべて「手抜き技法」で、明治時代中頃～昭和３０年代の製品であるが、その製法や組み上げら

れた仕上げ状況から見ると個人住宅に伴う花壇や塀などの外構施設に用いられたものと推測される。

　タイルは明治時代後半～昭和３０年頃のものが含まれ、製法別には３点の「湿式タイル」と多数の「乾

式タイル」がある。用途別には「床タイル」・「内装タイル」・「外装タイル」・「モザイクタイル」などの

ものが含まれる。このうち床タイルは庭園の飛び石が配置された箇所などに使用された可能性がある。

このようにさまざまな場所にタイルが使用されていたようだ。

　碍子は「ノップ碍子」と「クリート碍子」が出土した。これらは小規模建築つまり一般家屋などの内

部配線に使用されるもので、戦前から昭和３０年ごろまで製造されている。以上のとおり、近代化の波に

乗って本町筋周辺でも煉瓦・タイルが早くから導入され町の景観を飾ったと思われる。

　また、近代の調査成果として重要なことはＴ８～Ｅ１０桝地点において表土層近くに戦時中の戦災の片

付け層が検出された点がある。これらは焼失した瓦礫を土砂とともに片付けたもので、空襲被災の現実

を今日に語り継いでくれる重要な成果となった。
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西宮神社社頭遺跡から出土した動物遺存体

丸山真史（奈良文化財研究所・客員研究員）

１）概要

　西宮は酒造業が栄えた町であり、酒造りに適した宮水は、地下に埋もれた貝層による産物と言われて

いた。この仮説は後述のように否定されているが、注目されるのは地下にある貝層が古くから知られて

いたということである。この貝層について、今回の立会調査で貝層あるいは貝殻集積土坑が散在するこ

とによって裏付けられる。報告する資料は、重機掘削中に保存状態の良い貝類遺存体を採集しており、

土壌の篩がけは行っていない。種類の同定および集計を行った貝類は、中世から近世、現代のものであ

り、殻頂あるいは主歯付近が保存されているものに限定した。その結果、貝類遺存体は個体数にして総

数４０５点を数え、巻貝が１４点、二枚貝が３９１点にのぼる。これらの貝類に加えて、Ｔ８区南側で昭和期の

スッポンの背甲板が１点出土している。

２）種類別の特徴

　出土した貝類は食用になるものばかりで、アカガイが２７１点（左１２７右１４４）と最多の出土量を示す。完

形品が少ないため、殻高、殻長以外に主歯長を大きさの目安として計測した（第１図）。全体では主歯長

が３０～４０㎜程度のアカガイに集中しており、中世より近世の方がやや大きな個体が多い（第２図）。ＳＫ

１０、ＳＫ１２、ＳＫ１７、ＳＫ１９では、アカガイのみが出土していることが特徴的である。アカガイに次いでト

リガイが１０４点（左４４右５６不明４）出土している。トリガイは大部分が破損しており、計測できたものは

６点で殻高８０㎜内外を測る。これら２種に続いてアカニシが９点、フネガイ科（左３不明４）、ハマグリ

（左５右２不明１）が７点ずつ、バイ２点、アワビ類、サザエ、ツメタガイ、サトウガイ（左）が１点ず

つ出土している。アカニシは大部分が殻長１００㎜より大きく、５０㎜程度の小さな個体も１点含まれる。大

軟体動物門　��������

　腹足綱　��������	�

　　古腹足目　��������	
�
��

　　　ミミガイ科　���������	

　　　　ミミガイ科の一種

　　　　　　　　　���������	
�	�
	�
��
���	�

　　　サザエ科　�������	


　　　　サザエ　���������	�
��

　　盤足目　��������	

　　　タマガイ科　���������

　　　　ツメタガイ　����������	
�
���

　　新腹足目　�������	�
���

　　　アッキガイ科　��������	

　　　　アカニシ　����������	
�

　　　エゾバイ科　���������	

　　　　バイ　���������	
�������

　斧足綱　��������　

　　フネガイ目　�������

　　　フネガイ科　�������

　　　　アカガイ　����������	�
���
���

　　　　サトウガイ　����������	�
��

　　マルスダレガイ目　��������	

　　　ザルガイ科　���������

　　　　トリガイ　�������	�
���

　　　マルスダレガイ科　���������

　　　　ハマグリ　���������	
����

脊椎動物門　����������

　爬虫綱　��������

　　カメ目　�������	��

　　　スッポン科　�������	�
��

　　　　スッポン　�������	
����������

第１表　種名表
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きさは、ハマグリが殻高５０㎜内外、バイが殻長６６㎜程度、ツメタガイが殻長５０㎜弱、サザエが８８㎜程度、

サトウガイが殻高４５㎜程度を測る。アワビ類は計測できないが、比較的大きな個体である。

　スッポンは、腹甲板（中腹骨板・右）が１点出土し、骨幹部が切断されており、鋭い刃物傷も見られ

ることから、食用にするため解体したと思われる。

３）貝類利用の特徴

　近世の西宮における酒造業を支えたのが、酒造りに用いられた宮水である。この宮水が湧水する地域

第２表　貝類集計表

計

斧　 　足　 　綱腹　 　足　　 綱

遺構名時期 ハマグリトリガイフネガイ科サトウガイアカガイ
バイアカニシツメタガイサザエアワビ類

右左－右左－左－左右左

４１２１Ｐ４

中世

５１１３Ｐ１７

７２３２ＳＫ９

７２１２２ＳＫ１５

４１１１１ＳＫ１６

９１４８４３ＳＫ１７

１０１４５ＳＫ１８

４５２３２２ＳＫ１９

８５３ＳＫ２０

６７２９２０２１８６１ＳＫ２１

３４２２１３１７＊

４１１３１２８８貝層１
中世～近世

２６１６１１１０４１１１貝層２

９５４ＳＫ１０

近世後半 １５１９５ＳＫ１１

１０９１ＳＫ１２

１１＊近代

１１４２４１貝層２
昭和

１０１１１１１１１２１＊

４０５８１０４７１２７１２９１１１総　　　計

「＊」は遺物包含層

第１図　アカガイ計測部位 第２図　アカガイ殻高分布
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と、その地下にある貝層の分布が一致することから、この貝層の影響を受けた地下水が宮水になると考

えられていた。実際には宮水の湧水点は貝層よりさらに下層であることから、この説は否定されている

（魚澄編１９５９）。この貝層が純トリガイ層であると報告されているのだが、当遺跡ではアカガイを主体と

しており、トリガイだけの貝層や遺構はない。

　一般的に中・近世の都市遺跡では、巻貝ではアワビ類、サザエ、アカニシ、二枚貝ではハマグリ、シ

ジミ、アカガイ・イタボガキ科などを中心として、特定の貝種に集中することは稀である。出土資料に

は岩礁性のアワビ類やサザエが含まれており、これらは他所からの搬入品と考えられるが、その他は西

宮で捕採されたものであろう。当資料が調査時に選択的に採集した資料であるにしても、アカガイとト

リガイが貝類の９２．５％を占めており、当地ではこれら２種の利用が盛んであったと言える。特にトリガ

イの殻が薄く破損しやすいことを考慮すれば、殻の分厚いハマグリやサザエと比べて保存状態は良くな

かったと思われ、出土量の多さはトリガイの廃棄量の多さをものがたっていよう。

　アカガイは、近世の京都、大阪の屋敷地などの消費地遺跡で一般的に出土し、『毛吹草』には兵庫の名

産物として記される（竹内校訂１９４３）。一方、トリガイは京都、大阪の近世の消費地遺跡ではほとんど出

土しない。トリガイのまとまった出土例は、神戸市兵庫津遺跡第１４次調査、大阪市堂島蔵屋敷跡ＤＪ０８－

２次調査などに見られ、それぞれ１００個体以上のトリガイが出土しており、水揚げ地において剥き身が製

造された、あるいは自家消費されたと考えられている（丸山・松井２０１０、池田２０１０）。『和漢三才図会』

に「鳥蛤」としてトリガイについて「然摂州尼崎多之冬春盛出他国未聞有漁人去殻販之」と記載され

（和漢三才圖會刊行委員会１９７０）、「摂州の尼崎では冬から春に盛んに捕られ、他国にあるのを聞いたこと

がなく、漁人は殻を取り去って販売する」と解釈される。『教言卿記』（応永１２～１７年）によると、京都

の公家である山科家では赤貝などの海産物を西宮で入手しているという（澁谷２０１０）。今回の調査では、中

世のアカガイとトリガイの出土量が多く、中世の西宮ではアカガイ、トリガイを盛んに捕採し、剥き身

などを販売していたことも想定される。

４）まとめ

　今回の立会調査では、貝層あるいは遺構に堆積した貝類のうち保存状態の良い資料を採集したもので

あるが、アカガイとトリガイを主体とする貝種構成は、西宮に隣接する尼崎や兵庫がアカガイやトリガ

イの産地であることと矛盾せず、西宮でも両種を豊富に捕採することができたと思われる。また、『教言

卿記』に見られる西宮での赤貝の入手とも合致しており、当地におけるアカガイやトリガイの剥き身製

造や販売が想定される。さらに当地一帯の詳細な貝類利用、あるいは水産物利用を議論するには、今後、

阪神間沿岸部における発掘調査において、悉皆あるいは定量的に採集された動物遺存体の蓄積が必要で

あろう。

謝辞：『教言卿記』に関する記述について、澁谷一成氏（堺市博物館）、橋本道範（琵琶湖博物館）から

のご教示を頂きました。末筆ではありますが、感謝申し上げます。
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第４図　腹足綱
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第５図　斧足綱
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写真図版１　調査区周辺

①西宮神社本殿（南東から）

③表大門（通称赤門・東から）

⑤東練塀・南門東側（南から）

⑦神社南辺の風景（西から）

②南宮社（北から）

④南門（南から）

⑥大練塀・表大門北側（北東から）

⑧西宮成田山（東南から）



写真図版２　調査区近景

①調査地全景（南から）

③調査区遠景（北から）

⑤東側調査区Ｒ１０桝付近（北から）

⑦西側調査区全景（北から）

②表大門から本町筋を望む

④調査地南側（北から）

⑥本町筋（西から）

⑧Ｔ８南街灯付近（北から）
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